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謹んで新年のお慶びを申し上げます。
水土里ネット 鹿児島(鹿児島県土地改良事業団体連合会)
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新年のご挨拶

水土里ネット 鹿児島

会 長　  宮路 高光

新年明けましておめでと う ございます。

皆様方には、 かねてより 本県の農業・ 農村の振興や本会の組織運営に対し まし て格別のご高配を 賜り 、

厚く お礼申し 上げます。

さ て、 昨年を 振り 返り ますと 、 新型コ ロ ナウイ ルスの世界的なまん延に伴い、 学校の休校に始まり 、

イ ベント や外食の自粛によ る 農畜産物の需要減少や、 農業生産現場における 労働力不足など、 農業・ 農

村における地域経済情勢にも 大き な影響が生じ 、 現在も まだ、 先を 見通せない状況が続いています。 ま

た、 激甚災害に指定さ れまし た昨年７ 月の豪雨災害では、 県内各地域において農地や農業用施設に浸水

や土砂流入等が発生し 、 甚大な被害を 受けまし た。 本会でも 、 早期復旧に向けて被災地域の復旧支援活

動に総力を 挙げて取り 組んでいる と こ ろでございますが、 被災さ れた地域の方々に対し まし てお見舞い

を 申し 上げますと と も に、 早期復興を 願っており ます。

こ のよ う に、 近年頻発する 大規模な自然災害から 農地及び周辺地域の湛水被害を 防止する ため、 昨

年1 0 月には、『 防災重点農業用ため池に係る 防災工事等の推進に関する 特別措置法』が施行さ れまし た。

こ れにより 、 全国で約6 4 , 0 0 0 箇所存在する 防災重点農業用ため池について、 国の防災工事等に対する

財政措置や地方財政措置が明確化さ れ、 今後は財政的な支援や技術的な支援の拡充が期待さ れる と こ ろ

です。 本会でも 、 防災重点農業用ため池に係る ハード 対策・ ソ フト 対策の集中的かつ計画的な推進のた

め、 技術的な支援を 強化してまいり たいと 存じ ます。

一方、 農業農村整備の情勢に目を 向けますと 、 昨年は、 当初予算と 前年度補正予算を 含めまし て、 大

幅削減前の水準を 上回る 予算が確保さ れ、 現場のニーズに応えら れる 財政規模まで回復し たと こ ろでは

あり ますが、 担い手不足を はじ めと する 農業・ 農村を めぐ る 諸問題解消のためには、 新たな生産基盤強

化対策が求めら れ、 こ れら の要請に十分に対応でき る 予算の確保が必要です。 加えて、 新型コ ロ ナウイ

ルス感染症対策のため急速に広まっ たリ モート ワーク やW EB会議は、 ICTやIoTの活用を より 身近なも

のにさ せ、 DX（ デジタ ルト ラ ン スフォ ーメ ーショ ン ）やスマート 農業の普及・ 拡大の動き が一層加速化す

るこ と が予想さ れます。 そのよう な意味で、 今後、 農業部門における ICTやIoTの利活用を 強化するため

には、 単なる知識・ 技術取得にと どまら ず、 会員の皆様の実情に応じ たさ まざまな提案を 実現するため、

関係機関と の更なる情報連携が重要と なってく るも のと 考えています。

本会と いたし まし ても 、 現下の新たな要請に対応する ための技術力向上に努めながら 、 国や県の施策

実現と 農業農村整備事業の着実な推進のため、 本年も 引き 続き 総合的な支援活動を 実施し てまいる 所存

でございますので、 会員の皆様並びに関係機関の皆様方につき まし ては、 ご理解と ご高配を 賜り ますよ

う よろし く お願い申し 上げます。

最後に、 一刻も 早い新型コ ロ ナウイルス感染症の終息を 切に願い、 また、 本年が皆様方にと り まし て

平穏で佳き 一年と なり ますこ と を ご祈念申し 上げまして、 新年のご挨拶と いたし ます。

新年のご挨拶

農業農村整備かごし ま VOL.348｜ 1 



新年のご挨拶

鹿児島県農政部長

満薗 秀彦

明けましておめでと う ございます。

皆様には、 かねてから 本県の農業農村振興施策の推進に御理解と 御協力を 賜り 、 心から 感謝申し 上げ

ます。

昨年は、 さ つま町一ツ 木地区が、 農業農村整備優良地区コ ン ク ール中山間地域等振興部門において、

最高賞の農林水産大臣賞を 受賞さ れたほか、 南九州市が全国茶品評会の普通煎茶1 0 kg の部において、

産地賞を 本県産地が1 7 年連続で受賞すると と も に個人でも 農林水産大臣賞を 受賞する など、 明る い話

題が続き まし た。

一方で、 新型コ ロ ナウイ ルスの感染拡大により 、 本県の農業においても 、 牛肉や茶、 花き 等において

需要低下によ る収入減などの影響を 受けまし た。 また、 7 月豪雨や台風1 0 号により 、 県内各地で多く の

土砂災害や農業被害が発生し まし た。 農家を はじ め影響を 受けた皆様が、 安心し て農業や経営に取り 組

めるよう 、 引き 続き 支援すると と も に、 被災箇所の早期復旧に万全を 期してまいり ます。

さ て、 我が国の農業・ 農村を 取り 巻く 情勢は、 農業従事者の減少や高齢化の進行、 国際的な経済連携

に象徴さ れる グロ ーバル化の急速な進展、 新型コ ロ ナウイルスの感染拡大など、 大き な変化に直面し て

おり ます。

こ のよ う な中、 県におき まし ては、 農業の「 稼ぐ 力」を 引き 出す施策を 関係機関・ 団体と 連携し て講じ

るこ と と し ており 、「 人づく り・ 地域づく り の強化」、「 生産体制の強化」及び「 販売力の強化」を 3 本柱と し

た弛みない取組を 進めていると こ ろです。 特に農業農村整備につき まし ては、 収益性の高い営農を 目指

し 、 大隅地域や奄美地域における 大規模畑地かんがい事業など の農業生産基盤の整備を 進めると と も

に、 農村地域の防災・ 減災対策や土地改良施設の長寿命化対策など を 講じ ています。 また、 多面的機能

支払交付金を 活用し て農地や農業用施設等の保全を 行う 水土里サーク ル活動への支援な どにも 積極的に

取り 組んでおり ます。

県と し まし ては、 こ う し た農業生産基盤の強化など「 守り 」を 固めながら 、 耕種・ 畜産のコ スト 低減策

やICT等を 活用し たスマート 農業の推進によ る 生産性の向上や高収益作物の普及推進など、 食料供給基

地と し て更なる発展と 農業所得の向上等に努めていく こ と と しており ます。

また、 国内外へ向けたト ッ プセールスによ る 販路開拓や高付加価値化、 かごし まブラ ンド の一層の確

立により 、 かごし まの農業の「 稼ぐ 力」の向上に取り 組んでまいり たいと 考えており ますので、 今後と も

皆様の一層の御支援・ 御協力を お願いいたし ます。

終わり に、 本年が皆様にと り まし て、 実り 多き 年であり ますよう 、 心から お祈り 申し 上げます。

令和3年　 新年のご挨拶

｜農業農村整備かごし ま VOL.3482 



鹿児島県農政部農業土木技監

東郷 清次

謹んで新年のお慶びを 申し 上げます。

貴会には、 かねてから 、 本県の農業・ 農村の振興及び農業農村整備の推進に御理解と 多大な御協力を

賜り 、 深く 感謝申し 上げます。

昨年は、 7 月豪雨や台風1 0 号によ る 農作物や農地・ 農業用施設への甚大な被害が発生し まし た。 被災

さ れた皆様方には、 心より お見舞いを 申し 上げますと と も に、 復旧に際し 、 御尽力さ れた関係者の皆様

に対し まして御礼申し 上げます。

さ て、 国におき まし ては、 昨年3 月に策定さ れた食料・ 農業・ 農村基本計画に基づき 、 農業競争力の強

化や国土強靱化に加え、 中山間地域のインフ ラ 整備と いっ た政策課題への取組を 推進し ており 、 現在、

本基本計画を 踏まえた次期土地改良長期計画の策定が進めら れています。 特に、 スマート 農業の導入等

の生産基盤の強化によ る農業の成長産業化ほか、 ため池対策や流域治水の取組等によ る 農業・ 農村の強

靱化、 ICTなどの新技術を 活用し た農業水利施設の戦略的保全管理と 柔軟な水管理の推進等が検討さ れ

ています。

一方、 本県におき まし ては、 効率的かつ安定的な農業経営体の育成や農業生産性の向上を 図る ため、

担い手への農地の集積・ 集約化と 併せて、 高性能大型機械の導入が可能と なる よ う な圃場整備や水田の

汎用化、 畑地かんがい施設の整備等を 推進し 、 引き 続き「 攻めの農業」に向けた戦略的な取組を 展開す

る こ と と し ており ます。 ま た、 中山間地域における き め細やかな基盤整備を 促進する と と も に、 頻発

化・ 激甚化する 豪雨等に対応し た農業・ 農村の防災・ 減災対策や農業水利施設等の長寿命化対策を 促進し

ていき ます。

と り わけ、 大規模畑地かんがいについては、 県の重点施策と して積極的に推進していると こ ろであり 、

令和3 年度から 、 国営かんがい排水事業喜界島地区が新たに着工する 予定と なっ ています。 畑かんを 利

用し た多様な作物の計画的・ 安定的な生産・ 出荷が可能になり 、 農家の所得向上と 地域経済の活性化につ

ながるも のと 期待しており ます。

今後と も 、 曽於、 肝属、 徳之島、 沖永良部島の各地域で、 それぞれの「 畑地かんがい営農ビジョ ン」に

基づいた営農が展開さ れ、 畑かんの効果が着実に発揮さ れる よ う 、 関係機関・ 団体と 連携し 、 事業の早

期完成に向けて取り 組んでまいり ます。

最後に、 土地改良事業団体連合会、 市町村及び土地改良区の皆様におかれまし ては、 会員や関係機関

への技術支援、 農業水利施設等の適正な維持・ 管理等、 さ まざまな面でのより 一層の御活躍を 期待し て

おり ます。

今年一年が皆様方にと り まし て、 実り ある、 また大いなる 発展の年と なり ますこ と を 御祈念申し 上げ

まし て、 新年の挨拶と いたし ます。

新年のご挨拶

農業農村整備かごし ま VOL.348｜ 3 



新年のご挨拶

全国水土里ネット 会長会議顧問

参議院議員

進藤 金日子

新年明けまし ておめでと う ございます。 鹿児島県の皆様には、 昨年の「 進藤金日子と 農山漁村を 考え

る 会」等の政経セミ ナーへのご協力を はじ め、 日頃から 大変お世話になり 、 新年を 迎える に当たり 衷心

より 感謝申し 上げます。

昨年は、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症に翻弄さ れた一年でし た。 昨年、 新年を 迎えた時には、 まさ かこ

のよ う な事態に陥ると は誰も が想像だにしていなかっ たと 思います。 まずは、 こ のコ ロ ナ禍を 国民一体

と なっ て乗り 越え、 克服するこ と が最重要課題です。

さ て、 令和2 年度第3 次補正予算と 令和3 年度予算の政府案が閣議決定さ れまし た。 まずは、 3 か年緊

急対策に引き 続き「 防災・ 減災、 国土強靱化のための５ か年加速化対策」が事業規模1 5 兆円程度で実施さ

れる こ と になり まし た。 土地改良予算に関し ては、 補正と 当初を 合わせて現場から 要請さ れている 予算

をしっ かり と 確保できています。 令和2 年度第３ 次補正予算においては、「 総合的なTPP等関連政策大綱」

に基づく 施策の実施関連で、 輸出の更なる 拡大や輸出力の強化を 図る ための農地の大区画化・ 汎用化と

と も に水田の畑地化、 畑地・ 樹園地の高機能化等の推進が盛り 込まれています。 そし て、 防災・ 減災、 国

土強靭化と 災害復旧の推進を 図る ため、 農業水利施設、 ため池等の整備が大幅に拡充さ れています。 ま

た、 令和3 年度予算においては、 食料安全保障の確立と 国土保全等を 図る こ と が明確化さ れ、 収益性・

防災性の向上に資する農地の大区画化、 水田の畑地化・ 汎用化、 農業水利施設の維持・ 保全等を 実施する

土地改良事業を 重点的に推進するこ と と しています。 また、 防災・ 減災、 国土強靭化の推進に関連し て、

激甚化する 災害に備える ため、 ため池や農業水利施設の整備を 推進するこ と と しています。 更にポスト

コ ロナを 見据えた農村の定住条件を 整備する農村整備事業も 盛り 込まれています。 こ れら 予算案につい

ては、 通常国会で審議さ れますが、 まずは令和2 年度第3 次補正予算の早期成立に向けて全力を 尽く し 、

令和3 年度予算の年度内成立に向けて努力してまいる所存です。

昨年は、 宮崎雅夫参議院議員と 連携し て一定の成果を 出すこ と が出来まし た。「 防災重点農業用ため

池に係る防災工事等の推進に関する 特別措置法」の議員立法によ る 制定、 自民党農村基盤整備議員連盟

（ 二階俊博会長）と し て「 農業農村の振興を 先導する 土地改良」（ 全国事例集）を 発刊でき たこ と 、 自民党

女性局機関誌の「 り ぶる 」での土地改良特集の実施などが挙げら れます。 加えて、 土地改良関係者を は

じ め多く の方々から さ まざまなご意見を お聴き し 、 こ う し た声を 国会質問に反映し たり 、 自民党部会等

で発言し たり 、 農水省に直接伝えるこ と などにより 、 課題解決の一助と なっ た例も 多く なっ てき まし た。

引き 続き 緊張感を 持って農業・ 農村の振興に向け、 しっ かり と 活動を 進めてまいる所存です。

鹿児島県の皆様にと っ て本年が素晴ら し い年であり ますよ う 祈念いたし ますと と も に、 更なる ご指導

と ご支援を お願い申し 上げ、 新年のご挨拶と いたし ます。

新年のご挨拶
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全国水土里ネット 会長会議顧問

参議院議員

宮崎 雅夫

令和3 年の新年にあたり 謹んで初春のお慶びを 申し 上げ、 本年が鹿児島県の農業農村整備関係の皆様

方にと って、 より 佳い一年と なり ますよう 心から お祈り いたし ます。

皆様方におかれまし ては、 平素より 土地改良の推進、 農業農村の活性化にご尽力いただいており ます

こ と に敬意を 表し ますと と も に、 私の国政活動にご支援を 賜り 心より 感謝申し 上げます。

また、 昨年は新型コ ロ ナウイ ルス感染症や豪雨災害など、 例年にも 増し て農業農村は厳し い状況に見

舞われ、 こ れら の影響や被害を 受けら れた皆様には衷心より お見舞い申し 上げますと と も に、 速やかに

元の生活や生産活動に戻り 、 さ ら にはより 一層安全安心な状態が作ら れるよ う 私も 最大限の努力をし て

まいる所存です。

さ て、 近年の自然災害の頻発化、 激甚化に伴う 全国各地から のご要望を 踏まえ、 進藤金日子参議院議

員と 二人で主体的に取り 組んだ議員立法「 防災重点農業用ため池の対策工事等の推進に向けた特別措置

法」が昨年の通常国会で成立し 、 ため池対策の新たな法的な枠組みを 作るこ と ができ まし た。 こ れを 踏

まえて、 1 1 月には農林水産大臣、 総務大臣、 防災担当大臣の３ 大臣会合が開催さ れ、 防災重点ため池

の整備促進のための地方財政措置の拡充が検討さ れるなど、 具体的な対応が進んでいます。 国土強靱化

対策も こ れまでの３ か年緊急対策に続けて新たに5 か年の取組が始まるこ と と なり 、 ため池対策も 含め

た農村の安全安心の向上と 土地改良の推進のため、 引き 続き 努力し てまいり ます。

また、 昨年は、 コ ロナ禍の中、 農業農村の魅力が再認識さ れ、 初めて東京から の転出超過が連続する

など、 都市から 農村への人の流れが生まれつつあり ます。 こ の流れを と ら え、 農村の活性化を 図るため

の農村のインフラ の持続性の確保や情報通信環境整備等、 農村整備にも 改めて取り 組んでいかなければ

なり ません。

そし て、 新型コ ロ ナウイ ルスによ る 国民への食料供給に対する 影響は、 幸いにも 深刻な事態と なり ま

せんでし たが、 全世界的な気候変動なども 踏まえれば、 食料の多く を 海外に依存し ている 我が国にと っ

て、 食料安全保障は大変重要な課題であり 、 食料生産に必要かつ重要な要素である 農地や農業水利施設

を 、 防災・ 減災の観点のみなら ず、 機能的に整備し 、 次世代にしっ かり と 引き 継いでいかなければなり

ません。 こ れから も 進藤議員と と も に、 こ れら を 守り 、 更に発展さ せていく ため、 必要な予算を 安定的

に確保し 、 土地改良事業を 計画的に進めていける よ う 、 皆様方から ご指導を いただき ながら 努力し てい

き たいと 考えています。

結びに、 鹿児島県の皆様のご健勝と ご多幸を 心から 祈念いたし ますと と も に、 今年も ご支援を 賜り ま

すよう お願い申し 上げ、 新年の挨拶と いたし ます。

令和3年の新年ご挨拶
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「 ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展2020本県児童が農林水産大臣賞を受賞
1 0 月7 日、「 ふるさ と の田んぼと 水」子ども 絵

画展2 0 2 0 の審査会が東京都で行われ、 今年度

の応募作品4 ,8 8 3 点の中から 、 入賞6 点、 企業

賞2 6 点、 入選1 5 8 点、 地域団体賞4 2 点が選ば

れた。 本県から は2 2 7 点の応募があり 、 南九州

市立大丸小学校6 年生の末永麗
る

桜
ら

さ んの「 みの

り の秋」が、 最高賞の農林水産大臣賞を 受賞し

たほか、 企業賞3 名、 入選1 5 名が選ばれた。 ま

た、 こ の他にも 子ども 絵画展事務局へ直接応募

し た2 名の児童も 企業賞を 受賞し た。

同展は、 子ども たちに田んぼや農村に関心を

も っ ても ら い、「 田んぼ」、「 ため池」、「 農業用

水路」などの風景や水路を 守る 人の姿を 通し て、

水の循環や環境保全への理解を 促すこ と を 目的

に2 0 0 0 年から 毎年実施している。

本年度は、 新型コ ロ ナウイルス感染症の状況

に鑑み、 1 2 月5 日に予定し ていた授賞式は中止

と なっ たが、 東京都美術館公募展示室での受賞

作品及び佳作作品の展示は、 予定ど おり 1 2 月

4 日から 1 1 日まで行われた。

農林水産大臣賞の末永さ んは、「 受賞を 聞い

て嬉し かっ た。 コ ン バイン を テーマに学校近く

の田んぼの風景を 表現し た。 コ ンバインと 稲を

細かく 塗ると こ ろ が難し かっ たけれど、 夏休み

に時間を かけて頑張っ た。 農作業をし ている 風

景を 想像し ながら 上手に描けたと 思う 」と 話し

てく れた。 イ ラ スト を 描く こ と が好き で、 今は

最近話題の「 鬼滅の刃」を 描く こ と にハマってい

る そう だ。 また、 俳句やポスタ ーコ ンク ールで

も 入賞するなど、 想像力が豊かで、 表現するこ

と が得意と のこ と 。 今回の作品は、 実際に見な

がら 描いたコ ン バインと 想像の世界を 組み合わ

せて作成し た。 授賞式に出席する のを 楽し みに

していたが中止と なり 、 と ても 残念がっていた。

校長の山口美帆子先生は、「 末永さ んは普段

から 描いたイ ラ スト を 見せに来てく れる。 イ ラ

スト が上手なだけあっ て、 細かいと こ ろ までよ

く 見て描けている と 思う 。 夏休みに頑張っ てい

たこ と が形と なっ て返っ てきて自分も 嬉し い」と

一緒に喜んだ。

　 　 　【 農林水産大臣賞】※表紙再掲

「 みのり の秋」

末永 麗桜（ 南九州市立大丸小6 年）

（ 選評） 実り の秋を ダイ ナミ ッ ク な構図と 豊か

な色彩で表現し た作品。 手前にはコ ンバイ ンを

持っ て き て 、 広い田んぼの奥行き を 感じ さ せ

展示会の様子

末永麗桜さ ん(左)と 山口美帆子校長先生
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る 。 運転し ている農家さ んの視線や太い腕、 手

つき から 作業中のき びき びし た動き がよ く 伝わ

り 、 ペンで一粒一粒丁寧に描き 込んでから 色を

つけた稲穂は、 実物を し っ かり 観察し ながら 描

いているのがよく わかる。

本県のその他の入賞者の作品と 本人の感想な

ら びに選評は以下のと おり 。

一昨年から 絵画展に応募し ていて、 去年は2 0

周年特別賞を 受賞し た。 去年の絵より モチーフが

難し かっ たので、 受賞できて嬉し い。 今回の絵は、

水の透明感を 表現すると こ ろ を 頑張っ た。 水の流

れが分かるよう に工夫して、 1 5 時間ほどかけて描

いた。 水門の奥行き を 上手に描けたと 思う 。

（ 選評） 水門から 流れ出る 水の質感が、 音まで聞

こ え て き そう な ほど 繊細かつ正確に描かれて い

る。 水門の複雑な構造も き ちんと と ら えていて感

心し た。 色使いも センスに溢れており 、 ピンク な

ど赤系の色を 効果的に用いるこ と で、 水の立体感

や水路の照り 具合、 コ ンク リ ート が劣化し てサビ

ついている部分などを よく 表現し ている。

受賞し た と 聞いて、 びっ く り し て すご く 嬉し

かっ た。 稲刈り をし ている 人やそれを 見守る かか

し が、 みんな 喜んで いる と こ ろ を 描こ う と 思っ

た。 せま いと こ ろ に人を 描く と こ ろ が難し かっ

た。 いろ んな色を 混ぜて、 たく さ んの色で塗るよ

う に頑張っ た。 稲の葉っ ぱと 稲穂がよく 描けたと

思う 。

（ 選評） たく さ んの人がワイ ワイ おし ゃ べり し な

がら 稲刈り を し て いる 様子が上手に描かれて い

て、 かかし まで嬉し そう 。 見事に実っ た稲の一つ

一つが丁寧に描かれていて、 赤いコ ンバイ ンと の

コ ント ラ スト も 鮮やか。 農業は共同作業であるこ

と を 改めて感じ さ せてく れる作品。

【 安藤ハザマ賞】

「 夏の用水路」

前岡 咲彩（ 鹿児島市立石谷小5 年）

【 おむすび権米衞賞】

「 みんなでいねかり たのし いな」

竹原 楽福（ 中種子町立油久小 1 年）
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田んぼの水に色を つける と こ ろ が難し かっ た。

手前の人を 大き く 、 遠く の人が小さ く なる よ う に

工夫し て、 人を たく さ ん描いてにぎ やかにし た。

水の量に気を つけたり 、 き れいな色を つく っ たり

し て、 頑張っ て刷り 上げた。 受賞し たと 聞いて、

すごく 嬉し かっ たので、 また来年も 絵を 描こ う と

思っ た。

（ 選評） 一版多色版画と いう 手法で、 楽し い田植

えの様子が表現さ れている。 なんと いっ ても 手前

の女性のいき いき し た表情。 さ ら に手ぬぐ いや、

ブ ルーの作業着の濃淡がき ち んと 再現さ れて い

る。 青々し た苗や、 田んぼのぬかるみも と っ ても

上手。 版画なら ではの重厚感と 多色刷り の鮮やか

さ が絶妙な形で引き 出さ れている。

子ど も 絵画展には、 こ れまで3 回く ら い応募し

たこ と がある けれど、 一番の自信作だっ たので、

胸が躍っ た。 以前、 徳之島に住んでいたと き に体

験し た田植えや、 牛が道を 通っ ていると こ ろ が印

象に残っ ている ので、 徳之島で豊作を 祈っ て毎年

開催し ている 闘牛大会で優勝すると こ ろ を 想像し

て描いた。 風景を 工夫して描けたと 思う 。

（ 選評） 島の文化である闘牛。 その独特の雰囲気

がダイ ナミ ッ ク に表現さ れている。 主役と なる牛

は単色で塗り つぶすのではなく 、 あえて茶系と 黒

を 使う こ と で 立体感を 生み出し て いる 。 前足の

ポーズが今にも 飛びかかり そう な 様子で 迫力満

点。 島のみんながこ の日を 待ち に待っ ていたのか

周り の人間が牛以上に興奮し ている様子が描かれ

ている。

【 ク マさ んのふるさ と 賞】

「 みんなで田う え」

赤坂 心菜（ 中種子町立油久小 2 年）

【 NTC夢き ら り 賞】

「 全島一闘牛大会」

柳 明仁（ 日置市立伊集院小 5 年）
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受賞できて、 おいし いお米を 作る 人たち の様子

が伝わっ たのかなと 思い、 嬉し かっ た。 夏休みに

種子島に行く 予定が、 コ ロ ナで行けなく なっ たの

で、 南種子町立茎南小学校の稲刈り の動画を 見

て、 頑張っ ている 様子が伝わればいいと 思っ て描

いた。 草の立体感を 出すこ と が難し かっ たけれ

ど、 いろ いろ な色を 使っ て、 草の長さ を 変えたり

し て工夫し た。 頑張っ ているおじ いちゃ んと 子ど

も の姿を よく 描けたと 思う 。

（ 選評） 田植えや稲刈り を 描いた作品が多い中、

稲干し の作業風景を と ら えた作品はかなり 珍し い

ので はな いか。 農村で は秋のおな じ みの風景だ

が、 見慣れない人にも 何を し ているのかが一目で

わかるのが重要なポイ ント 。 細部の描写も 素晴ら

し く 、 収穫し た稲の色や量感、 木の曲がり 具合、

農家さ んの表情などが丁寧に表現でき ている。

また、 本県の入選者は以下のと おり 。

・ お父さ んと 稲刈

　 秦泉寺 杏積（ 池田学園池田小 1 年）

・ 緑の中の電車

　 大重 花（ 鹿児島市立皇徳寺小 5 年）

・ いちごがり

　 立石 結希（ 鹿児島市立皇徳寺小 5 年）

・ 夜の田んぼ

　 牛込 雅貴（ 鹿児島市立吉野小 1 年）

・ こ の景色を 未来まで

　 垣野内 花奈（ 鹿児島市立吉野小 6 年）

・ 幸田の棚田

　 堀之内 太一（ 鹿児島市立吉野小 6 年）

・ がんばるぞ

　 益山 慶大（ 鹿児島市立石谷小 3 年）

・ おいし いお米ができ ますよう に

　 重水 小枝（ 日置市立鶴丸小4 年）

・ いねかり し まし た

　 桐木平 仁那（ 南九州市立大丸小 4 年）

・ ぼく のスイ カ

　 おき 田 じ ょ う （ 伊佐市立羽月小2 年）

・ 牛と 田んぼ

　 小屋敷 真斗（ 伊佐市立羽月小 4 年）

・ 田の神様

　 小野 綸子（ 伊佐市立平出水小 5 年）

・ おにぎり おいし いな～いねかり の日～

　 山口 優那（ 中種子町立油久小 2 年）

・ 今年も いっ ぱいと れたよ～いねかり ～

　 浦邊 美鈴（ 中種子町立油久小 3 年）

・ 田植え

　 浦邊 匠（ 中種子町立油久小 5 年）

なお、 入賞作品は全国水土里ネッ ト のホーム

ページ（ http : //www. inakajin . or. jp/）でも 紹介し

ている。

【 お米がう まいで賞】

「 はじ めての稲刈り 」

岩坪 夢舞（ 鹿児島市立大龍小 5 年）
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本会の活動

令和2年度 第2回理事会を開催

令和2 年度第2 回理事会が、 1 2 月1 7 日、 県

土地改良会館において開催さ れ、 理事1 2 名、

代表監事1 名、 参与4 名が出席し た。

議案審議に先立ち、 宮路高光会長は出席及び

日頃の事業活動並びに組織運営への支援に対す

る お礼を 述べ、「 今年は新型コ ロ ナウイ ルスの

世界的なまん延に伴い、 学校の休校に始まり イ

ベント・ 外食の自粛により 、 農畜産物など の需

要の減退や農業生産現場における労働力不足な

ど 農業・ 農村を めぐ る 経済にも 大き な影響が生

じ ている。

また、 7 月の豪雨災害は激甚災害に指定さ れ

たが、 鹿児島県内全域で かなり の被害が発生

し 、 本会でも 会全体で農地災害復旧の支援に取

り 組んでいると こ ろ 。 自民党幹事長の二階俊博

全土連会長、 森山裕衆議院議員を 始め、 進藤金

日子参議院議員、 宮崎雅夫参議院議員も 災害

現場を 視察さ れ、 さ まざまなご指導を いただい

た。 特に再度災害防止に向けた取り 組みの推進

に向けては現在でも 農林水産省で協議・ 検討が

なさ れている。

コ ロ ナ禍の中、 本会では予算の満額確保に向

けて地域の実情や農業農村整備の重要性を 強く

要望するなど要請活動を 行ってき た。

本日は、 令和2 年度の上半期の決算や補正予

算、 規程の改正について審議いただく 。 上半期

については、 関係各位のご理解を いただき 、 当

初計画に沿っ た活動を 進めるこ と ができ た。 議

事が円滑に進行でき る よ う 、 どう かよ ろ し く お

願いし たい」と 挨拶し た。

そ の後、 4 つ の議案が提案さ れ、 審議の結

果、 すべて原案どおり 承認さ れた。

議事終了後は、 5 つの報告事項と その他につ

いて事務局より 説明があり 、 会議を 終えた。

提出議案及び報告事項は、 以下のと おり 。

〈 提出議案〉

・ 第1 号議案　 令和2 年度上半期事業報告並び

に一般会計・ 特別会計収支について

・ 第2 号議案　 令和2 年度一般会計収支補正予

算の決定について

・ 第3 号議案　 鹿児島県土地改良事業団体連

合会就業規則の改正について

・ 第4 号議案　 鹿児島県土地改良事業団体連

合会職員給与規程の改正について

〈 報告事項〉

・ 要請活動等の状況について

・ 令和3 年度農業農村整備予算概算要求の概

要について

・ 顧問の委嘱について

・ 本部庁舎改修工事について

・ 令和3 年度職員新規採用について

〈 その他〉

・ 第3 回理事会、 第6 3 回通常総会の実施計画

について

会長挨拶

第2 回理事会
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令和2年度 第2回監事会及び監事監査を実施
1 1 月2 5 日、 本会で は第2 回監事会と 第2 回

監事監査を 実施し た。

■第2回監事会

会に先立ち、 永谷岩男代表監事（ 頴娃町土地

改良区理事長）より 、「 日頃から の役職員一体と

なっ た組織運営に対し 感謝申し 上げる。 本日は

皆様のご協力を いただき ながら 、 円滑に監査が

実施でき る よ う 進めていき たい。 よ ろ し く お願

いし たい」と 挨拶があっ た。

次に、 堀洋一郎専務理事が、 監事の方々の

出席に対し お礼を 述べ、「 コ ロ ナ禍の中での事

業活動は、 会議等の一部中止やオン ラ イン 開催

等を 余儀なく さ れたが、 事業計画に基づいた活

動、 組織・ 財務の運営によっ て、 本会の運営基

盤で ある 受託事業は、 目標額を 達成する 見込

みである。 また、 梅雨前線豪雨や台風災害につ

いても 、 職員を 派遣する 等、 早期復旧に向けた

支援を 実施し ている。 今後も 、 農業の競争力強

化や国土強靱化と いっ た重点施策に注視し なが

ら 、 役職員一体と なっ て適正な組織運営や事業

活動を 展開し 、 会員の皆様や地域の発展に資す

る 活動を 進めていき たい」と 挨拶し た。

続いて、 次の2 つの議案について審議が行わ

れ、 原案どおり 承認さ れた。

○議案

・ 第1 号議案　  令和2 年度第2 回監査の実施計

画について

・ 第2 号議案　  令和2 年度第2 回監査結果につ

いて

■第2回監事監査

監事会で第1 号議案「 令和2 年度第2 回監査の

実施計画について」が承認さ れる と 監事会を 一

時休会し 、 監事監査が実施さ れた。 本会の担当

部署が、 組織・ 運営や会計に関する 事項を 説明

し 、 監査を 受けた。 監査を 終えると 監事全員で

監査簿のと り まと めを 行い、 監査結果について

協議が行われた。

その後、 監事会が再開さ れ、 第2 号議案「 令

和2 年度第2 回監査結果について」の審議が行わ

れた。 永谷代表監事より 、 ｢組織に関する 事項

から 会計に関する 事項まで、 すべて良好で あ

り 、 指摘事項、 特記事項も 特にない｣と の報告

と 、「 令和2 年度上半期決算の組織・ 運営・ 会計

は、 定款等に基づき 行われ、 業務の執行も 事業

計画に基づいて適切に行われている。 総勘定元

帳等の帳簿や証拠書類等も 整理がな さ れ、 厳

格・ 適正に管理さ れている」と の総評があっ た。

最後に、 堀専務理事が監事会・ 監査の実施に

ついてお礼を 述べ、「 新型コ ロ ナウイ ルス感染

症の第3 波の拡がり が気がかり だが、 今後も 効

率的かつ適正な 事務処理を 心がけてま いり た

い」と 挨拶し 、 監事会と 監事監査を 終了し た。

永谷代表監事の挨拶

組織・ 運営等についての監査
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本会の活動

各事業推進協議会等と合同要請活動を実施
本 会で は、 1 1 月1 1 日 か ら 1 2 日 に か け て、

令和3 年度農業農村整備事業の施策等に関する

国及び国会議員等への要請活動を 、 鹿児島県並

びに鹿児島県農業農村整備事業推進協議会、 鹿

児島県国営土地改良事業推進連絡協議会、 鹿

児島県水土里サーク ル活動支援協議会と 合同で

行っ た。

要望で は、 要請書に加えて、 県が作成し た

「 本県の農業農村整備事業の効果事例集」を 用

いて、 農業農村整備事業が果たす役割を 説明し

た。 さ ら に、 鹿児島県から「 特殊土壌地帯災害

防除及び振興臨時措置法」の延長に関する 要請

も 行っ た。

ま ず、 農林水産省で は、 牧元幸司･農村振興

局長を はじ め、 安部伸治･整備部長への要請を

行い、 次に、 財務省で は、 波戸本尚･主計局主

計官に要請を 行っ た。

喜界町に赴任し た経験のある牧元局長から は、

「 災害について、 再度災害を 防ぐ ための災害復

旧が重要。 予算については、 総額をしっ かり 確

保してまいり たい」と の話があっ た。

ま た、 安部部長は、「 国土強靱化を 主と し た

3 次補正の編成の指示が昨日あっ た。 水がある

と 営農が変わり 、 若い人も 農業に参入するよう

になっ てきている」と 話し た。

財務省の波戸本主計官から は、「 要望事項に

ついては承知し た。 こ れから は輸出マーケッ ト

を 意識し たビジネスと し て営農を 考えていかな

ければなら ないと 考えている。 農地の集約化を

進めてほし い」と の話があっ た。

翌日は、 県選出国会議員及び関係国会議員へ

の要請活動を 行っ た。

森山裕･衆議院議員は、「 次期国土強靱化対策

は5 か年で1 5 兆円の規模。 IT化に対応する 基盤

整備や、 農作業事故が起き ない農道整備、 災害

復旧は改良復旧が必要と 考えている」と 述べた。

小里泰弘･衆議院議員は、「 農家負担のない基

盤整備や中山間地農業ルネッ サン ス事業を う ま

く 活用し てほし い。 さ つま町のト マト の水耕栽

培は良い取組だと 思っ ている」と 述べた。

野村哲郎･参議院議員は、「 基腐病対策には農

家への交付金を 措置し たと こ ろ 。 農業農村整備

事業の予算は順調に伸びている」と 述べた。

牧元農村振興局長への要請

森山衆議院議員への要請

小里衆議院議員への要請
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宮崎雅夫･参議院議員は、「 要望事項について

は承知し た。 3 次補正は1 月の通常国会冒頭で

国土強靱化関係を 予定している」と 述べた。

各要望事項等は以下のと おり 。

■合同要望

1 農業農村整備事業の推進

① 計画的な事業推進に必要な当初予算を 、 安

定的に確保するこ と

② 防災・ 減災、 国土強靱化のための3 か年緊

急対策後も 、 ため池や農業水利施設等に係

る国土強靱化の取組が確実に実施でき るよ

う 、 必要な予算を 安定的・ 継続的に十分に

確保するこ と

2 国営かんがい排水事業の推進

① 国営附帯県営事業を 含めた大規模畑地かん

がい事業の着実な推進が図ら れるよ う 必要

な予算を 確保するこ と

② 水源の乏し い喜界島において、 全体実施設

計完了後直ち に、「 国営かんがい排水事業

喜界島地区」と して採択するこ と

3 中山間地農業の振興

農業生産等において重要な役割を 担う 中山間

地農業を 後押し する 中山間地農業ルネッ サン ス

事業の十分な予算枠を 確保するこ と

4 多面的機能支払交付金の推進

① 地域共同活動によ る 取組面積の維持・ 拡大

に必要な予算を 十分に確保するこ と

② 経費については、 事業を 推進する ための経

費を 含め、 基本的に国庫負担と するこ と

▼効果事例集

○南さ つま市 岩崎針本地区

　  　 圃場整備を 契機に砂丘らっ きょ う の経営

拡大

○いちき 串木野市 川南地区

　  　 基盤整備を 契機に水田高度利用と 集落営

農に取り 組む

○曽於市 第五曽於北部地区ほか

　 　 畑かんマイスタ ーによるさ まざまな営農

○徳之島町 第二下久志地区

　  　 畑かんの活用によ るばれいし ょ 収量増加

で所得向上

【 その他】

■奄美群島農業農村整備事業推進協議会要望

　 1 　  令和3 年度奄美群島農業農村整備事業の

所要額の確保

　 2 　  令和3 年度農業農村整備事業の新規要望

地区の採択

　 3 　 国営かんがい排水事業の推進

■九州農地海岸保全協会の要望

　 1 　  社会資本整備重点計画における 海岸事業

の計画的推進

　 2 　  令和3 年度農地海岸保全事業の所要額

確保

　 3 　  防災・ 減災、国土強靱化のための3 か年緊

急対策の期間延長

　 4 　  災害関連緊急大規模漂着流木等処理対策

事業の補助率嵩上げ

　 5 　  干拓地の遊水池の浚渫において緊急浚渫

推進事業債の適用

野村参議院議員への要請

宮崎参議院議員への要請
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本会の活動

九州農業農村整備事業推進協議会及び 
土改連九州協議会が合同要望活動を実施

1 1 月1 9 日から 2 0 日にかけて、 令和3 年度の

農業農村整備事業予算の確保に向け、「 九州・ 沖

縄地域における農業農村整備事業の強力な推進

に向けて」を テーマに、 九州農業農村整備事業

推進協議会及び土改連九州協議会が、 合同要望

活動を 行っ た。

また、 要望書と あわせて、 九州の農業農村整

備事業の効果について、 佐賀県の事例を 示し て

説明し た。

要望活動で は、 ま ず、 宮内秀樹･農林水産副

大臣を はじ め、 牧元幸司･農村振興局長、 奥田

透･農村振興局次長、 安部伸治･整備部長、 財務

省の太田充･事務次官ほか、 自民党の二階俊博

幹事長(全土連会長)、 自民党幹部・ 関係国会議

員へ要望を 行っ た。

こ のう ち、 宮内副大臣から は、「 全国各地か

ら 農業用施設の老朽化により 、 メ ンテナン スが

必要な状況に迫ら れている と 聞いている。 イン

フラ の問題は完成が遅いこ と 。 なる べく 早く 完

成さ せて機能をしっ かり 強化さ せる、 そのため

には予算が必要。 予算の確保のためには、 地

元の先生方へ現場の生の声を 伝え る こ と が大

き な効果を 生む。 我々も 予算確保に向けて取り

組んでまいり たい。 予算を 活用し て事業を 円滑

に行い、 現場の農業者が元気になっ て後継者を

作る、 新し い農業の挑戦を する よ う な気運を 主

導し てつく っ ていただき たい」と の話を いただ

いた。

牧元局長から は「 要望内容については、 それ

ぞれの課題を しっ かり 受け止め、 一生懸命取り

組みたい。 ダムの洪水調節機能強化に向け、 国

土交通省と は密接に意見交換を 行っ ており 、 農

林水産省の田んぼダムやため池の貯水機能に注

目いただいている。 今後も 省庁を 越えて連携を

していき たい」と の話があっ た。

要望事項及び効果事例は以下のと おり 。

■要望事項

① 令和3 年度農業農村整備事業概算要求額の満

額確保並びに九州・ 沖縄地域への重点配分

② 事業効果の早期発現のために、 令和2 年度補

正予算も 含めた追加予算の確保

③ 令和2 年7 月豪雨など、 九州・ 沖縄各地で頻発

し ている 自然災害から の復旧・ 復興に必要な

財源の確保

④ 農業用ダム及び農業用ため池の管理・ 保全・ 改

廃に必要な財政的支援

⑤ 土地改良法改正に伴う 土地改良区の運営基盤

強化に向けた十分な予算措置

■農業農村整備事業効果事例

「 稼げる 農業」と「 活力ある 農村」を 目指し て

　 [佐賀県農事組合法人子鹿ファ ーム(愛称： バン

ビファ ーム)] 

宮内農林水産副大臣への要請

牧元農村振興局長への要請
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令和2年度 第2回技術力向上職員研修会を開催
1 0 月5 日から 9 日ま で の5 日間、 第2 回技術

力向上職員研修会を 鹿屋市にある鹿児島県アジ

ア・ 太平洋農村研修セン タ ーで開催し 、 本会の

若手技術職員9 名が参加し た。

今回は、 6 月に実施し た第1 回技術力向上職

員研修会に引き 続き 、 水田ほ場整備に関する設

計を 主なテーマと し た。 前回の研修会で作成し

た手書き の計画平面図等のCADを 用いた図化

や、 用排水量計算と 断面計算、 水土里情報シス

テムを 用いた土量計算等の作業について研修を

行っ た。

まず、 初日と 2 日目には、 手書き の計画平面

図、 縦断図を 基に法面図を 作成し 、 CADソフト

を 使っ て、 こ れら すべての図面の図化作業に取

り 組んだ。 その際、 前回の討論会で指摘を 受け

た内容の反映も 併せて行っ た。 参加者は慣れな

い法面図作成に苦労していたが、 指導員から の

手ほどき を 受けながら 作業を 行っ ていた。

講師から は、 耕作や維持管理作業への配慮

や、 災害発生を 未然に防ぐ 設計も 念頭に置く な

ど、 農家の立場になっ て考える こ と が大事と の

アド バイスがあっ た。

3 日目と 4 日目は、 用排水量の計算を 行っ た。

講師から 説明さ れた作業手順に沿っ て、 各自で

事業計画書の説明資料や農業農村整備事業計画

基準雨量、 前回作成し た流域図や縦断図を 基に

作業を 行っ た。

設計に用いる 諸元等については、 与えら れた

諸元だけでなく 、 基準書で確認するこ と の重要

性についても 説明を 受けた。

最終日には各々が作成し た計画平面図や法面

図、 用排水量計算等一連の設計作業の成果を 発

表し た。 講師から は質問や指摘があり 、 活発な

意見交換が行われた。

今回の研修は、 設計基準等の確認方法や、 耕

作･維持管理に配慮し た設計のポイ ント 等を 学

ぶよい機会と なっ た。

本会では今後も 研修を 継続し 、 職員の技術力

向上に努めるこ と と している。CADによる作図を 行う 様子

作業手順について説明を 受ける参加者

成果発表の様子
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政策情報

令和2年度第3次補正予算と令和3年度当初予算概算が

閣議決定

政府は1 2 月1 5 日に令和2 年度第3 次補正予算、 1 2 月2 1 日に令和3 年度当初予算概算を 閣議決定し た。

まず、 農林水産関係補正予算では、 総合的なTPP等関連対策やポスト コ ロ ナ対策、 防災・ 減災、 国土

強靱化関連対策等に総額１ 兆5 1 9 億円が計上さ れ、 こ のう ち農業農村整備事業関係では、 農地の更なる

大区画化・ 汎用化を 推進する「 次世代を 担う 経営感覚に優れた担い手の育成」に1 8 8 億円、 農業水利施

設、 ため池等の対策を はじ めと する、 防災・ 減災、 国土強靱化関連対策の初年度分と し て1 , 1 5 5 億円、

総額1 , 8 5 5 億円が措置さ れた。

次に、 令和3 年度農業農村整備事業関連当初予算概算では、 農業農村整備事業が3 , 3 3 3 億円で、 農山

漁村地域整備交付金の農業農村整備分と 農地耕作条件改善事業等の非公共関連事業を 含めて4 , 4 4 5 億

円が計上さ れ、 前年度当初予算から 1 2 億円の増額と なっ た。

なお、 日本型直接支払関連では、 多面的機能支払交付金は4 8 6 億円が計上さ れた。

政府は、 令和2 年度第3 次補正予算と 令和3 年度当初予算を 合わせて1 5 か月予算と し て農業関係課題

に対応するこ と と しており 、 農業農村整備関連では6 ,3 0 0 億円と なる。

｜農業農村整備かごし ま VOL.34816 
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技術情報

ICTを利活用した水管理省力化の実証調査について
1 ． 実証調査を行う 事になった経緯

現在、 水田の作付けが変化し てきており 、 過去、 田畑輪換を 前提と し て用水量を 決定し た地区におい

ては、 畑作より も 大量の水を 必要と するW CS（ 飼料用稲）など の作付け増加に伴い、 用水量の不足や給

水栓の必要水圧が不足する等の事象が見ら れる。

計画量以上の用水を 使用するこ と により 、 自然圧パイプラ イン 地区では、 水圧低下によ る 安定的な用

水供給が困難と なる。 また加圧パイプラ イン 地区では、 ポンプ稼働率の上昇に伴い電気代が増加し 、 管

理を 行う 土地改良区の運営や負担金を 支払う 農家への影響も 懸念さ れる。 加えて、 近年、 担い手1 人当

たり にかかる用水管理労力の増加が、 集積・ 集約化への妨げの一因と なっている。

こ のよ う な課題を 解決する 取り 組みにスマ－ト 農業がある が、 その手法の一つである 水管理省力化シ

ステムの実用化に向けた実証調査を 行っ た。

2． 水管理省力化システムの概要

今回の調査に使用し た水管理省力化システムは、 圃場に設置さ れた自動給水装置を 、 中継基地局を 介

し 、 パソ コ ン やスマ－ト フォン にて操作でき る も のである。 また、 自動給水装置に水位・ 水温計を 接続す

る こ と で、 管理者は現地に行く こ と なく 、 スマート フォ ン やパソ コ ン を 使用し て、 水位や水温の変動等

の確認や給水栓の開閉を 行う こ と ができ る。

自動給水装置は、 水田の水位を 一定の範囲に 保つ

機能を 有し ており 、 設定し た下限値の水位を 下回ると

給水栓が自動で開いて給水し 、 上限の設定水位に達す

る と 給水栓を 自動で閉じ て停止さ せる。 こ れにより 、

普通期用水の掛け流し を 防止でき るため、 無効放流が

解消さ れ、 用水の節水と それに伴う ポンプ 稼働率の

低下によ る 電気料金の軽減、 併せて用水管理に係る

時間や労力の軽減が期待さ れる。

3． 調査方法の概要

水管理省力化システムの有用性や課題を 把握する ため、 実際に耕作さ れている 水田にて実証調査を

行っ た。 まず、 用水量の比較を 行う ために、 自動給水装置を 設置する 実証圃場と 設置し ない対照圃場の

それぞれに電磁流量計と データ ロガー（ データ の記録装置）を 設置し 、 用水量データ を 記録し た。

次に、 用水管理に係る 労力や時間の軽減に関しては、 今回ご協力いただいた農家の方に日報を 作成し

ても ら い、 用水管理の内容や作業時間を 把握し た。 また、 GPSロ ガー（ 簡易型GPS記録装置）を 管理車

両に取り 付け、 移動に要し た時間の把握も 行っ た。

最後に、 農家の方に水管理省力化システムの利便性、 改善点等について聞き 取り を 行っ た。

写真1： 自動給水栓設置状況

自動給水栓

水位水温計
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4． 調査結果について

一作を 通じ た調査並びに情報の収集を 行っ たと こ ろ 、 節水効果の検証については、 対照圃場と 比較し

て、 5 倍程度の節水効果が見ら れ(表2 参照)、 水管理労力の節減効果も 、 使用者が操作に慣れる につれ、

顕著に現れた。

また、 本システムを 使用し た農家から は、「 最初は操作に戸惑う こ と も あっ たが、 良いシステムだと

思う 」、「 大規模農家は広範囲で作付けし ているので一筆毎に管理し なく てよいので便利だ」と いう 利便性

を 評価する意見があっ た一方、「 水位・ 水温計が作業の妨げになる」、「 草刈り 時に設置機器を 損傷する恐

れがある」等の改善を 求める意見も 聞かれた。

5． おわりに

本システムを 導入するこ と で、 用水量及び水管理労力の節減が図ら れる だけでなく 、 得ら れた水位、

水温データ 等の蓄積が地域や品種に応じ た最適な水管理手法を 導き 、 それら を システムの設定へ反映さ

せるこ と で、 収量、 品質向上等の効果も 期待でき る。

今年度の調査を 通じ 、 スマート 農業は大き な「 伸びし ろ 」があるこ と を 実感でき た。

本会では、 実証調査の結果を 踏まえ、 機器を 設置し た農家や土地改良区がスムーズに水管理を 行える

よ う フォ ロ ーアッ プ等を 行いながら 、 開発元の農研機構と も 連携し 、 今後も 引き 続き データ の収集、 解

析及び研究を 進めて行く 予定である。

写真2： 電磁流量計

写真3： 聞き 取り 状況

表1： 水位水温の観測状況

表2： 実証圃場と 対照圃場の流量の推移

実証圃場

対照圃場
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ニュース・ アラカルト

農業農村整備に関する意見交換会に参加
1 1 月1 8 日、 鹿児島市のサン ロイ ヤルホテル

において「 農業農村整備に関する意見交換会（ 農

林水産省予算キャ ラ バン）」が開催さ れ、 農林水

産省と 九州農政局担当者を はじ め、 鹿児島県並

びに関係協議会関係者及び本会等3 3 名が出席

し た。 概要は次のと おり 。

◆東郷 清次・ 鹿児島県農業土木技監

本年6 月末から の豪雨災害では、 関係者の皆

さ んより 支援を いただき 、 改めて感謝申し 上げ

る 。 本日は市、 町、 県土連、 土地改良区の皆さ

んに、 県内各地から 参加し ていただき 、 農業農

村整備事業を めぐ る それぞれの地域の状況や、

課題・ 要望等について意見を 述べ、 ま た施策等

に関する 事項の提案を 予定し ている。 要望や提

案等については、 県内の現場の生の声、 意見を

しっ かり と 受け止め、 国の今後の施策につなげ

ていただき たい。

◆豊 輝久・ 農水省農村振興局水資源課長

近年頻発する 豪雨災害への治水対策について

は、 治水ダム及び利水ダムの洪水調節容量を 確

保するための事前放流への取り 組みにご協力い

ただき 感謝する。 概算要求については流域治水

に対する 関係者の不安を 払拭する よう な取り 組

みや、 制度を 増強する取り 組みに対する概算要

求をし ている。 こ の概算要求額については、 皆

さ んが財務省や関係国会議員への要請活動の賜

と 考える。 今後と も ご 協力を お願いする。「 防

災重点農業用ため池に係る 防災工事等の推進

に関する 特別措置法」が1 0 月1 日より 施行さ れ

た。 防災重点農業用ため池を 指定し 、 国の防災

工事等に対する財政措置と 地方財政措置を 明確

化するこ と により 、 皆さ んの暮ら し の安全安心

を 守る ため推進し たい。 過疎化の進行により 農

村部の営みが困難になっ ている。 本年3 月に決

定し た食料農業農村基本計画では、 農村での所

得及び雇用機会の確保や農村に人が住み続ける

条件整備、 農村を 支える新たな動き や活力の創

出を 打ち 出し ている 。 基本は農業、 プ ラ スし て

農業を ベース と し た産業、 6 次化産業や、 食、

レ スト ラ ン、 農泊等の創出。 鹿児島県は農村部

が多く 、 農業産出額が全国2 位である こ と を よ

り 伸ばし 、 農業の力で農村地域のみなら ず、 鹿

児島県全体を 豊かにし ていく 。 こ のために我々

農林水産省が率先し て農村の振興に取り 組んで

いき たいと 考えている。

2　 予算等に係る説明（ 豊課長）

(1)令和3年度予算概算要求について

財務大臣によ る 予算の具体的な 方針と し て、

要求額は対前年度同額。 その上で必要緊急な経

費は別途要望可能。 こ れに基づき 農業農村整備

事業関係予算は対前年度比1 2 2 ％の要求。

●経済財政運営と改革の基本方針2020

「 第2 章 国民の生命・ 生活・ 雇用・ 事業を 守り 抜

く 」で、 国民の命と 財産を 守る 目的で『 堤防・ ダ

ム・ 砂防堰堤・ ため池の整備、 利水ダムを 含む既

存ダムの洪水調節機能の強化』、『 浸水被害防止

挨拶する東郷農業土木技監

1　 挨拶（ 要旨）

挨拶する 豊水資源課長
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対策』が追加。 ま た、「 第3 章 新たな 日常の実

現」の『 農林水産業の活性化』に『 土地改良事業

や鳥獣対策の推進』が追加。

●令和3年度 農林水産関係予算概算要求の

骨子

農林水産予算総額は対前年度比1 2 0 ％要求

の2 兆7 , 7 3 4 億円。 農業農村整備については対

前年度比1 2 2 ％の3 , 9 8 3 億円を 要求。

●令和3年度 農林水産関係予算概算要求の

ポイント

▽生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実

な実施

「 水田フ ル活用の推進」では『 水田活用の直接

支払交付金』は対前年度同額の3 ,0 5 0 億円を 要

求。 農業農村整備関係は3 ,9 8 3 億円。

▽スマート 農業・ DX・ 技術開発の推進、 食に

対する理解の醸成

「 スマート 農業・ DXの推進」と し て、 スマート

農業のよ う に水利施設の自動化省力化等のITを

利用し た農業や、 DX(デジ タ ルト ラ ン スフォ ー

メ ーショ ン)のよ う にIT化のさ ら に先を 行き 、

データ やデジタ ル技術を 活用し て製品やサービ

スを 変革する ビ ジネス、 イノ ベーショ ン のよ う

に農業に関するデータ を 活用し た技術革新等の

手法を 用いて、 地図情報や気象に関する情報等

を 、 農業農村整備事業での活用方法を 考える必

要がある。

▽5兆円目標の実現に向けた農林水産物・ 食

品の輸出力強化と高付加価値化

現在、 輸出は9 , 0 0 0 億円程度だ が、 輸出増

額への気運が高まっている。

▽農山漁村の活性化

日本型直接支払と し て、 多面的機能支払や、

中山間地域等直接支払を 通じ た中山間地農業

の所得向上を 目的と し ている。 特に、「 農山漁

村振興交付金」について、『 ワーケーショ ン にも

対応し た農泊』では農福連携だけでなく 、 林福、

水福連携を 目指し ている。 また鳥獣被害防止対

策と ジビエ利活用、 こ れは1 . 6 倍の要求。

●農業農村整備事業関係予算の内訳

令和3 年度の概算要求は公共分が3 , 9 8 3 億

円。 農山漁村地域整備交付金のう ち農業農村整

備事業で7 9 3 億円。 非公共分、 農地耕作条件

改善事業・ 農業水路等長寿命化・ 防災減災事業で

6 3 3 億円。 合計5 ,4 0 8 億円。

令和2 年度は当初と 補正、 臨時・ 特別の措置

を 含め6 , 5 1 5 億円。 臨時・ 特別の措置が今年度

で 終了する こ と から 、 令和3 年度は、 防災・ 減

災、 国土強靱化緊急対策にかかる 経費や『 総合

的なTPP等関連政策大綱』を 踏ま えた農林水産

分野における 経費について、 現在、 予算編成過

程検討が進めら れている。

●令和3年度予算の概算要求のうち農業農村

整備事業に係る主な新規・ 拡充要求

□農業競争力強化

「 水田の排水対策」で、 水田の排水改良・ 石礫

除去等のための共同利用機械導入を 農地耕作条

件改善事業と 共同で行う こ と が目的で畑利用が

大変し やすく なる。

「 畑地・ 樹園地の高機能化」と し て、 水田を 樹

園地へ転換する 時には促進費を 交付する も の。

水管理機器の単独整備の支援は畑地帯総合整備

事業で2 種類以上の工事が必要だっ たが、 水管

理システム、 例えば単純更新等に限り 、 単独を

認める内容を 要求。

□国土強靱化、 防災・ 減災対策

「 農業用ダムの洪水調節機能強化の取り 組み」

は、 治水協定に基づいて連絡体制の整備、 事前

放流等の取り 組みにかかる経費等を 農林水産省

で支払う 内容。 こ れは施設更新に合わせて洪水

調節機能強化に資する施設整備の支援策。

「 田んぼダムの取組」は、 現在全国で約４ 万ヘ

ク タ ール強程度あり 、 一番多いのが北海道で半

分の2 万ヘク タ ール程度を 有する 。 続いて多い

のが新潟県。 新潟県の村上市が田んぼダムの

発祥の地。 中山間地の田んぼに水を 貯めたと こ

ろ 、 下流の市街地の洪水が無く なっ たこ と で広

まり 、 田んぼダムを 全国的に広めていく ため、

多面的機能支払交付金により 地域で田んぼダム

に取り 組めば、 1 0 a当たり 4 0 0 円上乗せする内

容。 それから 農地整備を すると き に自動給排水

栓を 活用し 田んぼダムを 省力化管理でき る よ う
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にする実証。

「 その他の取組」と し て、 畑地かんがい地区

の国営造成ダ ムの堆砂対策。 畑かんは国営、

1 , 0 0 0 ha以上の採択がで き る よ う 、 国営かん

がい排水事業と 国営総合農地防災事業と の両方

を 足並みそろ えてお願いし ている。

「 ため池の防災・ 減災対策」では、 ため池工事

特措法と の関係も あり 、 防災重点農業用ため池

の豪雨・ 地震対策。 ため池工事特措法の有効期

間に向けて『 大規模なも の』、『 中山間地域に存

在する も の』及び『 浸水区域に緊急輸送道路等

がある も の』に該当する ハード 整備の補助率を

5 5 ％に嵩上げ。 ため池の劣化状態の評価等の

ソフト 対策の定額助成。 ため池の廃止工事の定

額助成限度額を 3 ,0 0 0 万円から 6 , 0 0 0 万円の

引き 上げ等を 要求している。

□農業水利施設の保全管理

「 機能保全計画」は定額支援を 令和7 年度まで

延長する内容。

「 管理事業と 一体的に実施する 施設整備」は、

国営造成施設の管理者が適時･適切に施設の改

修・ 改築等を 実施でき る よ う 、 県が行う 基幹ス

ト マネ事業制度を、 市町村も 実施主体に追加す

る 。 こ れは、 市町村が国営造営施設を 管理する

場合、 基幹スト マネ事業で市町村が実施でき れ

ば、 市町村の負担軽減につながるイメ ージ。

「 複雑化・ 高度化する施設管理への支援」では、

水利施設管理強化事業を 創設し 、 用排水施設等

の人命を 守る 多面的機能の発揮を 目的と し て補

助率を 増率。

□農村整備

集落排水施設や農道事業を 補助事業による実

施を 可能にする 。 また、 インフラ の管理の省力

化･高度化やスマート 農業技術の実装に対応し

つつ、 新たな生活様式にも 活用でき る 情報通信

環境の整備支援を 要求。

□土地改良区の運営基盤の強化

全国に土地改良区が4 ,0 0 0 程度あり 、 会計

事務も 困難になっ ているこ と から 、 事務連合で

コ ーディ ネータ ーの設置を 支援する内容。

●「 流域治水」の取り組み

現在、 流域治水プ ロジェ クト で、 全国の一級

水系で1 1 0 程度の工事に取り 組んで いる。 さ

ら に二級水系も 、 県と 市町村に流域治水の話

が国土交通省から でている。 その中で農業部門

における 取り 組みと し て、 田んぼダムの取り 組

み推進、 農業用ダムの活用と し て、 事前放流や

空き 容量の確保。 ため池についても 、 降雨前に

水位を 下げる 、 ある いは洪水吐にスリ ッ ト を 入

れて、 洪水調節容量を 確保し ていく 取り 組みが

挙げら れる。 排水機場で農地の排水だけでなく

市街地や農村集落の排水の役割を 引き 受けて

いる。

(2)『 ため池工事特措法』について

1 つ目は、 農業用ため池の管理及び保全に関

する 法律。「 ため池管理保全法」と し て昨年の7

月に施行。 特定農業用ため池を 指定し 、 所有者

不明で適正な管理が困難な特定農業用ため池は

市町村が管理でき る 等々の内容。

2 つ目は、 今年6 月に成立し 、 1 0 月に施行さ

れた、「 防災重点農業用ため池に係る 防災工事

等の推進に関する 特別措置法」。 こ れは、 1 0 年

の時限立法で、 全国に約6 万4 , 0 0 0 箇所ある 防

災重点農業用ため池について防災工事、 劣化状

況評価、 地震・ 豪雨耐性評価を 一体と し て防災

工事等と し 、 重要なため池の防災工事を 集中的

に行い、 その為の予算を 措置し 、 地方財政措置

についても 特別に配慮する 内容。 土地改良事業

団体連合会で必要な協力やため池サポート セン

タ ーの設置と いっ た内容。

(3)新たな基本計画に基づく 農村振興施策

本年3 月に作成さ れた食料・ 農業・ 農村基本計

画は、 地域を いかに守り 、 維持し て次世代につ

ないでいく かを 目的と し ている。 基本的な方針

と し て、「 産業政策」と「 地域政策」を 車の両輪

と し て推進し 、 将来にわたっ て国民生活に不可

欠な食料を 安定的に供給し 、 食料自給率の向上

と 食料安全保障の確立を 目的と し ている。 その

中で消費者や実需者のニーズに即し た施策やス

マート 農業の加速化、 地域政策の総合化や、 農

業・ 農村の所得の増大等と いっ た視点で施策推
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進を 実行する必要がある。

食料自給率を 2 0 3 0 年には4 5 ％を 確保、 生

産額ベースでは7 5 ％の増率を 目標と し ている。

目標達成のために講ずべき 施策と し て、 食料の

安定供給の確保、 農業の持続的な発展のため、

担い手の育成、 多様な人材の活躍、 農地集積・

集約化と 農地の確保、 農業経営の安定化、 農業

生産基盤を 行う 。

次に、 農村の振興と し て、 所得と 雇用機会を

確保し 、 農村に人が住み続けるための条件を 整

備する。 こ れら の施策を 、 農林水産省だけでな

く 農林水産省を 旗振り 役と し てさ まざまな省庁

と 連携し ていく 。

次に、「 農村振興施策の三本柱」と し て、 1 つ

目に「 し ごと 」で地域資源を 活用し た所得と 雇用

機会の確保、 2 つ目に「 く ら し 」で農村に人が住

み続ける ための条件整備、 3 つ目に「 活力」で農

村を 支える新たな動き や活力の創出が掲げら れ

ている。

現在、 2 つの「 在り 方検討会」では、 関係人口

の創出や、「 半農半X」の実践を 通じ て、 多様な

人々がさ まざまなラ イフスタ イ ルで農村に定住

しても ら う こ と を 考えている。

また、 土地改良長期計画は来年の3 月に見直

す予定。 その中でも 、 農業者や農村人口の著し

い高齢化・ 減少やスマート 農業の発展と いっ た

農業農村を 取り 巻く 現状を 踏まえ、 生産基盤の

強化による農業の成長産業化、 多様な人が住み

続けら れる農村の振興、 農業農村の強靱化、 こ

の3 つの視点から 施策の内容を 詰めていく 。 現

在、 審議会で検討を 重ねており 、 来年1 月中旬

頃、 パブリ ッ ク コ メ ント の形で報告し たいと 考

えている。

3　 意見交換

出席者のう ち5 名から「 国土強靱化のための

予算確保」や、「 国営造成施設の計画的な 機能

診断の実施」、「 更新手続き に係る3 条資格者等

の基準緩和」等、 1 0 項目について意見要望が

あっ た。

こ れら の意見要望に対し て、 豊課長から は、

「 国土強靱化関連予算確保については、 骨太の

方針にも 加速化･深化を 図る こ と が明記さ れた

と こ ろであり 、 期待に応えら れる よ う 努力し た

い」、「 施設整備についてはダム等の耐震調査を

実施し ている が、 令和3 年度から 今後の計画検

討に着手する 予定で ある 」、「 同意徴集に係る

3 条資格者についての実情は十分理解し ている

が、 大変難し い課題でも ある。 准組合員制度も

創設さ れたと こ ろであり 、 今後も 引き 続き 検討

さ せていただき たい」等の回答があり 、 意見が

交わさ れた。

4　 政策提案

県担当課や地域振興局、 本会から 説明があり

会議を 終了し た。 提案項目は次のと おり 。

①地方財政措置の充実

②国営造成施設突発事故の迅速な復旧

③ 基幹水利施設管理事業における畑地かんがい

施設の規模等に係る要件の緩和

④ 農地・ 農業用施設災害復旧事業の査定設計委

託費

⑤ 土地改良区維持管理適正化事業の実施計画の

変更要件の緩和

⑥農業経営高度化支援事業の補助率引き 上げ

意見交換の様子
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農業農村整備の集いに参加
1 1 月2 0 日、 農業農村整備の集いが、「 農を

守り 、 地方を 創る 予算の確保に向けて」を テー

マ に、 全国の農業農村整備関係者約4 0 0 名が

参集のも と 東京都で開催さ れ、 本会から は宮路

高光会長、 堀洋一郎専務理事のほか、 役職員7

名が参加し た。 なお、 開催の内容は、 新型コ ロ

ナウイ ルス感染症対策のため出席を 控えた参加

者に向けて、 動画で配信さ れた。

はじ めに、 主催者挨拶で二階俊博・ 全国水土

里ネッ ト 会長は、「 令和2 年7 月豪雨や台風災害

で被災さ れた方々にお見舞い申し 上げる と と も

に、 土地改良関係者が全国各地で復旧復興の先

頭に立っ てご尽力を 賜っ ている こ と に改めて敬

意を 表する。 先般、 ため池の防災工事を 推進す

る ための財政的・ 技術的支援を 求める 声が高ま

り 、『 防災重点農業用ため池に係る 防災工事等

の推進に関する 特別措置法』が議員立法と し て

成立さ れたこ と はご承知のと おり である が、 成

立には進藤金日子参議院議員と 宮崎雅夫参議

院議員のめざまし い活躍があっ た。 組織一丸と

なっ て全力で課題に取り 組み、 その力の結集が

結果を 生む。『 闘う 土地改良』の旗印の下、 進藤

議員と 宮崎議員が、 土地改良の『 車の両輪体制』

と し て活躍さ れている 。

令和2 年度は、 当初予算、 補正予算あわせて

6 ,5 1 5 億円を 確保する こ と がで き た。 現在来

年度の予算編成作業が進めら れているが、 過疎

化や高齢化、 担い手不足の課題に対し て、 現状

に満足せず、 闘う 決意を もっ て更なる前進、 高

みを 目指し ていかなければなら ない。 土地改良

関係者がこ れまで築き 上げてき た技術や経験を

最大限に活かし 、 農家の期待に応え ら れる よ

う 、 一致団結し た対応が必要。 皆様方の更なる

ご支援、 ご協力を お願い申し 上げる」と 述べた。

引き 続き 、 佐藤勉・ 総務会長、 森山裕・ 自民党

国会対策委員長、 塩谷立・ 農林・ 食料戦略調査会

長、 野上浩太郎・ 農林水産大臣、 西川公也・ 内閣

官房参与、 全国水土里ネッ ト 会長会議顧問・ 進

藤金日子参議院議員、 同宮崎雅夫参議院議員ら

が祝辞を 述べた。

野上農林水産大臣は、「 日頃より 農業農村整

備を 通じ て食料の安定供給、 美し い農村の形

成、 国土の安全に多大な貢献を いただいている

こ と に感謝申し 上げる。 我が国の農業は食料の

安定供給、 活力ある地域社会を 維持するために

大き な役割を 果たし ている が、 現在、 農業者の

継承や高齢化、 TPPやEPA等、 新たな国際環境

に対応し た生産基盤の強化や海外への新市場の

開拓が求めら れている。 また新型コ ロナウイ ル

ス感染症の影響により 、 食料需要の減少、 価格

低下等、 農業者や加工業者、 外食産業等に甚大

な影響が見ら れる 。 こ のよ う なさ まざまな課題

に対応し つつ、 農林水産業の成長産業化等、 地

域の活性化を さ ら に進め、 食料安全保障の強

化、 食料自給率を 増加さ せるためにも 農地や農

業水利施設等、 生産基盤の整備が不可欠。 本

年6 月には議員立法にて『 防災重点農業用ため

池に係る 防災工事等の推進に 関する 特別措置

法』が全会一致で可決成立し 、 1 0 月に施行さ れ

た。 土地改良関係者と と も に、 法律に基づく 防

災工事等の集中的かつ計画的な推進を 図る。 農

業農村整備予算については、 大幅削減前の水準

を 上回り 、 令和2 年度は当初・ 前年度補正予算

を 合わせて、 6 , 5 1 5 億円を 確保する こ と ができ

た。 事業の更なる 着実な推進が図ら れる よ う 、

今後と も あら ゆる施策に全力で取り 組んでいく 。

『 国の基』で ある 農林水産業を 成長さ せる と と
二階全土連会長の挨拶
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も に、 日本の原風景である 美し く 豊かな農山漁

村を 守っ ていく こ と が重要と 考えている。 我が

国の農林水産業を 安心し て次世代に託すこ と が

でき る 産業に育成すると と も に、 その生産基盤

を 着実に承継し ていく ために今後と も より 一層

邁進してまいり たい」と 述べた。

また、 進藤議員は、「 さ まざ まな政策課題の

中で、 輸出を 伸ばし 、 強い農林水産業をつく っ

ていく ために、 大き な 基盤を 築かねばな ら な

い。 1 0 年、 2 0 年を 見据え た 基盤を つく る 上

で、 土地改良が占める 役割は大き く なっ ている

と 全国を 廻り ながら 実感し ている。 令和2 年度

予算は、 6 , 5 1 5 億円。 1 つ目は当初予算、 2 つ

目は補正予算、 3 つ目が防災・ 減災、 国土強靱

化のための3 か年緊急対策の要素からつく ら れ

ている。 当初予算は、 本年度の4 ,4 3 3 億円か

ら 令和3 年度概算要求5 , 4 0 8 億円と 、 2 2 ％増

の要求を し ている。 こ こ を しっ かり と っ ていく

必要がある。 補正予算については1 1 月1 0 日に

方針が示さ れたこ と から 、 農林水産省で積み上

げ作業を 行っ ている 。 3 つ目の緊急対策につい

て、 国土強靱化本部長の二階会長の下、 5 か年

対策で別枠の当初予算でしっ かり と 確保し てほ

し いと 政府に要請し ている と こ ろで、 その対策

についても しっ かり と 予算を 組んでいかなけれ

ばなら ない。 要請活動ではこ の3 つの視点を 確

認いただき 、 こ のひと つひと つについて予算を

確保でき るよう お願い申し 上げたい。

昨年全国水土里ネッ ト 女性の会が設立さ れ、

現在2 0 都道府県に設置さ れている が、 こ れも

大き な 力と な る。 女性の視点から 土地改良を

見る、 そし て変えていく べき と こ ろ は変えてい

く こ と が必要。 議員立法の『 防災重点農業用た

め池に係る防災工事等の推進に関する 特別措置

法』では、 国会議員の先生方のお力を 痛いほど

あり がたく 感じ た。 宮崎雅夫参議院議員と 力を

合わせ、 アヒ ルの水かきでき ち んと 水を かいて

前に進める よ う 、 皆様方のご指導を 賜り たい」

と 述べた。

宮崎議員は、「 大き な 被害を も たら し た7 月

豪雨を はじ め自然災害が頻発し た。 被災し た

方々に心より お見舞い申し 上げる。 今年度の災

害だけでなく 、 近年多発し ている 自然災害から

の復旧復興に向けてそれぞれの立場で ご 尽力

賜っ ている 皆様のお力に少し でも なれる よ う 頑

張っ ていき たい。『 防災重点農業用ため池に係

る 防災工事等の推進に関する 特別措置法』の議

員立法に携わっ た。 こ の経験を 今後の活動に活

かし ていき たい。 車の両輪からアヒ ルの水かき

になり 、 土地改良を まっ すぐ 前に進めるよ う 進

藤参議院議員と 二人で精一杯土地改良推進のた

め努めてまいり たい」と 述べた。

その後、 要請案が提案さ れ、 全会一致で採択

さ れた。 ま た、 萩原丈巳・ 全国水土里ネッ ト 女

性の会会長によ る、 水土里ネッ ト 女性の会の設

立状況及び活動方針の報告があっ た。

最後は、 予算確保に向けて一致団結するこ と

を 誓い、 ガンバロウ三唱で締めく く っ た。

祝辞を述べる進藤議員

祝辞を述べる宮崎議員

農業農村整備かごし ま VOL.348｜ 27 



ニュース・ アラカルト

農業農村整備優良地区コンクール「 喜界町」が選定審査会に参加

全国水土里ネッ ト が毎年東京都で開催し てい

る 、 農業農村整備優良地区コ ン ク ールの選定審

査会（ 生源寺眞一委員長）が、 今年度は、 リ モー

ト で開催さ れるこ と と なり 、 1 2 月3 日、 事前選

考を 通過し た「 喜界町」が、 同町役場会議室か

ら 審査に臨んだ。

同コ ン ク ールでは、 農業農村整備事業を 契機

に、 効率的で安定的な農業経営を 行う ため、 生

産性や収益性の高い農業の展開を 積極的に推進

し ている 地区や、 多面的機能支払交付金制度等

を 活用し 、 地域独自の施策の展開や環境への配

慮など農村の振興を 図り 、 活力と 個性ある地域

づく り を 進める 優良な地区または団体を 、 農業

振興部門と 中山間地域等振興部門の2 つの部門

別に表彰し ており 、 喜界町は、 農業振興部門に

エント リ ーし た。 1 0 月2 3 日に事前選考が行わ

れ、 農業振興部門に喜界町を 含む9 地区と 、 中

山間地域等振興部門8 地区が選定審査会へ推薦

さ れた。

喜界町では、 サト ウキビを 基幹作物と する 農

業が、 製糖業や糖品加工業を 支える島内産業の

大き な柱と なっ ている。 し かし 、 降水量は多い

が、 隆起珊瑚礁から なる起伏の少ない地形は保

水力に乏し く 、 大き な河川も ないため、 サト ウ

キビの植栽や成長の障害と なる恒常的な水不足

が長年の課題と なっていた。

こ う し た課題を 克服する ため、 平成4 年から

国営事業を 導入し 、 地下ダムの造成及びかんが

い施設（ 幹線）を 整備し 、 併せて県営事業によ

る 区画整理やかんがい施設（ 支線・ 末端）の整備

を 行う こ と で、 水を 利用し た農業へと 大転換を

図っ た。

そ の結果、 サト ウキビ の増収及び収量の安

定・ 確保に加え、 高収益作物の導入が促進さ れ

るなど、 多様な営農体系が確立さ れた。

中でも 、「 白ごま」の作付面積と 生産量は飛躍

的に増大し 、 その作付面積の約4 分の1 が担い

手農家に集積さ れるなど、 農用地の流動化促進

や経営体の育成にも つながっ ている 。

さ ら に、 こ れら の効果によ り 、 高収益作物

の加工・ 販売を 行う 6 次産業化の発展も 加速し 、

農産物地域ブラ ンド 化に向けた取り 組み強化に

も つながっている。

選定審査会では喜界町役場農業振興課の永井

昌徳課長補佐が喜界町の概要を はじ め、 営農状

況や、 国営事業後の生産拡大と 多様化による収

益の増大について説明し た。 また、 本地区の事

業効果発現が刺激と なり 、 隣接地域でも 農業の

経営安定化に向けた取り 組みが進んでいるこ と

や、 令和3 年度から は新規地下ダムの整備や既

存の農業水利施設の改修を 行う 事業が計画さ れ

ている こ と 、 そし て、 今後は、 喜界島全体で高

収益作物の導入や6 次産業化を 進め、 稼げる 農

業、 魅力ある 農業を 実現し 、 後継者が育つ好循

環を 生み出す取り 組みを 進めるこ と などを 詳し

く 発表し た。

審査結果は後日発表さ れ、 3 月2 5 日に東京

都で表彰式が開催さ れる。

選定審査会で説明する永井課長補佐

審査会時の画面
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小水力発電に係るマッチング会に出席
1 0 月1 6 日、 鹿児島市のかごし ま 県民交流セ

ン タ ーにおいて、 県企画部エネルギー政策課が

主催する 小水力発電に係る マッ チン グ会が開催

さ れた。 こ の会は再生可能エネルギーの中でも

自然条件に左右さ れず安定的な発電が期待でき

る 小水力発電の導入促進を 目的と し たも ので、

9 市町1 3 名、 発電事業者1 4 社2 3 名、 本会堀専

務理事他オブザーバー 5 名、 事務局（ 鹿児島県）

6 名が出席し た。

県エネルギー政策課の前迫俊一技術補佐の開

会挨拶の後、 県再生可能エネルギー推進委員会

常任委員の楠原良人氏によ る、「 鹿児島県にお

ける小水力発電の現状と 課題－再エネ導入目標

と 小水力発電の位置付け－」と 題し た講演があ

り 、 県内の再エネ導入目標と 進捗状況及び現状

の課題解決と 将来の地産地消型マイ ク ロ グリ ッ

ド 構想について解説があっ た。

意見交換会では、「 九州電力の接続状況はど

う なっ ている か」、 また、「 小水力発電事業にお

いては、 事業性を 確保する ために発電機や設備

の低コ スト 化が重要と なる が、 低コ スト 化につ

いての情報はある か」等の質問があり 、 担当課

から 、「 九州電力の接続状況は厳し く 、 接続に

は高額な接続負担金が必要と なる 。 低圧（ 出力

5 0 kW  以下）での接続以外は難し いのが現状だ

と 認識し ている」と の回答があっ た。

ま た、 ㈱Misumiから「 霧島田口の事例と し

て、 導水管に高密度ポリ エ チレ ン 管を 用いた

り 、 コ ン テナ一体型の発電ユニッ ト を 採用する

こ と により 工事期間の削減を 含む土木工事費の

大幅な削減を 実現し た」と の情報提供があっ た。

その後マ ッ チン グ会が行われ、 市町およ び

事業者に対し てあら かじ め調査し たマッ チン グ

希望先の組み合わせを 行い、 1 回1 5  分、 計3

回、 組み合わせを 変えて情報交換・ 意見交換を

行っ た。

本会も 3 回目に太陽ガスと 協議し た。 太陽ガ

スを 含む4 社で設立し た「 みずいろ 電力」は、 さ

つま町き ら ら の里地点で、 泊野川発電所建設の

際に、 水利組合と 合意形成を 調整し た経緯があ

り 、 売電収益を 土地改良区や地元にも 還元し 、

社会貢献を 果たし ていき たいと 考えている と の

こ と 。

今後も 、 曽於地域の4 土地改良区に お いて

小水力発電導入を 検討し ており 、 本会に土地

改良区と の調整等を お願いし たい」と の要望が

あっ た。

終了後は、 市町村や事業者から「 よ い機会で

有意義であっ た」、「 土地改良区と も 話し てみた

い」等、 感想や意見が寄せら れており 、 今回の

マッ チン グ会を 契機に、 今後の小水力発電導入

促進が期待さ れる。

講演会の様子

マッ チング会の様子
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ニュース・ アラカルト

災害復旧支援業務について
本年7 月、 記録的な豪雨により 、 県内各地の

農地・ 農業用施設に甚大な被害が発生し た。

被 害 状 況 は、 農 地1 , 2 8 3 カ 所(被 害 額2 5

億9 , 1 0 0 万 円)、 農 業 用 施 設1 ,2 7 4 カ 所(4 2

億5 , 1 0 0 万 円)の 計2 , 5 5 7 カ 所 で 合 計6 8 億

4 , 2 0 0 万円と なっ た。

本会では、 支援要請のあっ た1 3 市町会員（ 日

置市、 姶良市、 伊佐市、 垂水市、 鹿屋市、 肝付

町、 南大隅町、 志布志市、 大崎町、 喜界町、 徳

之島町、 天城町、 和泊町）に対し て、 農地・ 農業

用施設の測量・ 設計など の災害復旧事業の支援

を 行っ た。

支援は、 本会の出先事務所･支部の技術職員

を 中心に、 本部と も 連携し ながら 、 換地課・ 総

務課職員も 加え、 一体と なっ て、 測量や写真撮

影等の業務に取り 組んだ。

特に、 山林の崩壊による埋土や、 河川の氾濫

によ る 土砂流出・ 埋没等が発生し 、 地形が大き

く 変わっ ている 農地も 多かっ たこ と から 、 デジ

タ ルオルソ 画像を 活用し 、 被災前の状況を 確認

し ながら 効率的な作業を 行っ た。

また、 現場では猛暑に加え、 農地に流れ込ん

だ倒木や、 倒壊し た農業用施設、 雨でぬかる ん

だ土砂に足を 取ら れる 等、 作業が難航する 中、

作業の効率化を 図る ため、 ド ロ ーン6 台を 活用

し て、 安全かつ広範囲にわたり 、 被害状況の撮

影を 行っ た。

こ う し た取り 組みを はじ め、 県、 市町村、 コ

ン サルタ ント 等、 関係機関と の連携によ り 作

業も 無事完了し 、 災害査定を 終え る こ と がで

き た。

本会では、 今後も 会員の要請に応じ た迅速な

支援を 実施すると と も に、 復旧工事の円滑な進

捗により 、 被災地域が一日も 早く 復興さ れるこ

と を 願っている。

山林の崩壊状況

被災状況（ ド ロ ーン 撮影： 斜俯瞰）

被災状況（ ド ロ ーン 撮影： 真俯瞰）

農地流出と 土砂流入状況
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令和2年度 複式簿記導入促進特別研修会を開催

1 1 月5 日、 鹿児島市のかごし ま県民交流セン

タ ーで複式簿記導入促進特別研修会が行われ、

県内の土地改良区役職員など1 2 8 名が参加し た。

こ の研修会は、 平成3 1 年の改正土地改良法

において、 土地改良区の決算関係書類と し て貸

借対照表の作成が義務づけら れたこ と に伴う 支

援対策の一つで、 全国水土里ネッ ト と 連携し て

3 年間実施さ れる も の。 昨年に続き 2 回目の開

催と なる 本年度は、 土地改良区が令和4 年度か

ら 貸借対照表を 作成する ために令和3 年度末ま

でに取り 組む必要のある 事項を 中心に詳し い説

明が行われた。

研修会の開催に先立ち、 堀洋一郎専務理事

が、 コ ロ ナ禍での出席に対する お礼と 7 月の梅

雨前線豪雨で被災さ れた方へのお見舞を 述べた

後、「 昨年の研修会以降、 本会でも 各地域単位

で土地改良区への会計指導を 実施し ており 、 多

く の土地改良区が前向き に取り 組んでいる 一方

で、 さ まざまな課題を 抱えている こ と も 承知し

ている。 今後の1 年は大変重要な時期と なる の

で、 複式簿記への移行手順等を 十分にご 理解

いただき 、 令和4 年度から 、 複式簿記へ円滑に

移行でき る よ う 、 よ ろ し く お願いする 」と 挨拶

し た。

まず、 貸借対照表を 作成するために必要と な

る 土地改良施設の資産評価について、 県農地整

備課の下窪健一技術主幹から 、 現時点での作業

の進捗状況と 、 根拠資料がない場合の評価額の

算出手順、 資産評価マニュアル等について説明

があっ た。

続いて、 全国水土里ネッ ト 支援部の市村和寿

部長が、 国が定めた「 会計細則例」や「 会計移行

までのスケジュ ール」、 土地改良施設の資産評

価に伴う「 維持管理計画の見直し 」について説明

し た。「 土地改良区は公共性の高い団体であり 、

財務運営に関し ては財務諸表等の作成と 公表が

義務付けら れている 。 国は、 その基本ルールを

土地改良区会計基準に定めており 、 土地改良区

はこ の基準に従っ て会計細則等を 定め、 会計処

理の透明性を 確保し 、 適切に運用し ていかなけ

ればなら ない」と 注意を 促し た。

また、 全国水土里ネッ ト 支援部の金内琴美主

査が、 複式簿記への移行初年度の期首時点に作

成する 開始貸借対照表の作成手順について、 前

年度末の財産目録等から 新会計基準の勘定科目

への組み替えを 行っ た上で、 土地改良施設等の

資産評価や減価償却資産などの算定に係る処理

が必要になるこ と などを 説明し た。

参加者から は「 造成主体が行っ ている 資産評

価のデータ はいつ頃完了し 、 提供さ れる のか」、

ま た、「 土地改良区が事業費を 負担し ていない

施設も 資産評価を 行う 必要がある のか」等の質

問があり 、 県担当者から「 資産評価は令和2 年

度中に完了予定である 。 また、 土地改良区が所

有または管理する 施設はすべて資産評価対象で

ある。 詳細の算定方法は個別相談し てほし い」

と 回答があっ た。

本会では、 こ の研修における質疑、 要望等も

踏まえながら 、 各土地改良区の予算規模や職員

体制、 導入を 検討し ている 複式簿記システム等

を 勘案し 、 実情に即し た支援･指導を 、 引き 続

き 実施していく こ と と している。

研修会場の様子
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ニュース・ アラカルト

県内各地で施設補修研修会を開催

本会では、 地域で農地や農業用施設の保全活

動に取り 組んでいる農業者団体等の支援を 目的

に、 市町村・ 土地改良区及び水土里サーク ル活

動組織を 対象と する 、 土地改良施設の補修技術

に関する研修会を 開催し た。

研修会は、 中山間ふる さ と ･水と 土保全対策

事業の一環と し て、 本会職員が講師を 務めて

実施し た2 地区と 、 本会に事務局を 置く 水土里

サーク ル活動支援協議会が開催地の市町と の共

催により 、 九州農政局の担当者を 講師に招いて

実施し た2 地区で、 内容は以下のと おり 。

■開催状況

・ 中山間ふるさ と ･水と 土保全対策事業関係

① 屋久島町：  1 1 月9 日 2 8 名出席

② 湧 水 町：  1 2 月2 日 4 8 名出席

・ 水土里サーク ル活動支援協議会関係

① 伊 佐 市：  1 1 月2 4 日 8 2 名出席

② 出 水 市：  1 1 月2 5 日 1 0 6 名出席

■研修内容

研修内容は各開催地域によっ て若干異な る

が、 主な内容は次のと おり 。

○安全対策について

活動の際によく 使用する 刈払機や倒木の処理

に使用する チェ ン ソ ー、 目地補修に使用さ れる

ディ スク グラ イン ダーについて、 事故発生の要

因と 対策、 作業手順や作業時の服装、 キッ ク

バッ ク 現象（ 機械の機動力によっ て、 機械がは

ね飛ばさ れる 現象のこ と ）、 危害の症状や安全

を 確保する ための保護具の着用等についての説

明を 行い、 安全管理の徹底を 呼びかけた。

また、 活動中の事故について具体的な事例を

挙げて注意を 促し 、 併せて作業中の熱中症対策

や保険加入についても 説明し た。

○水路目地補修技術（ 軽微な補修方法等）

診断実施の際、 各施設において点検する 箇

所や、 点検記録簿等の作成の徹底について説明

し た。

○実技研修

3 0 0 型U字溝が準備さ れ、 目地補修で使用さ

れる材料の中から 、 特に施工が容易で経済性に

優れている 、 イン スタ ント モルタ ル、 シーリ ン

グ材、 補修（ 水中）パテの3 種類を 用意し 、 補修

材の特徴や取扱方法、 補修手順等について説明

を 行っ た。

参加者から は、「 活動時における 安全対策に

ついて大変参考になっ た」、「 農道の補修や鳥獣

害防止柵の設置方法について教えてほし い」等

の意見が聞かれた。

本会では、 最新の情報を 取り 入れながら 研修

会の更な る 充実を 図る と と も に、 今後も 情報

提供及び安全対策等への啓発を 行い、 地域資

源の適切な保全活動を 支援し ていく こ と と し て

いる。

室内研修の様子（ 屋久島町）

実技研修の様子（ 湧水町）

｜農業農村整備かごし ま VOL.34832 



令和2年度 棚田地域等保全対策事業人材育成研修会を開催

1 2 月1 日、 鹿児島市の県市町村自治会館に

おいて、 令和2 年度棚田地域等保全対策事業の

一環と し て、 人材育成研修会が開催さ れ、 市町

村、 棚田保全組織、 棚田等保全協議会かごし ま

の会員等2 2 名が参加し た。

研修会は、 新型コ ロ ナウイルス感染拡大防止

の観点から 、 規模を 縮小し た上で、 参加者全員

がマスク を 着用して実施さ れた。

はじ めに、 本会の吉住紀隆農村整備課長が

「 棚田・ 棚畑の有する 多面的機能の良好な 発揮

と 地域住民活動を 推進する ため、 令和2 年度は

県内1 3 組織の保全活動等の取り 組みに対し て、

棚田等保全活動協賛事業による支援が行われて

いる。 過疎化・ 高齢化が進行する 中、 棚田及び

棚畑を 地域資源と し て保全活用する ためには、

喫緊の課題と なっ ている 鳥獣害対策が必要であ

る 。 本日の研修が活動の更なる充実につながる

こ と を 期待し たい」と 挨拶し た。

次に、 県鳥獣被害対策アド バイ ザーに登録さ

れ、 鳥獣保護管理調査及び捕獲コ ーディ ネ ー

タ ーと し て対策から 捕獲、 さ ら に地元と の調整

等も 含めて活躍さ れている、 鹿児島県環境技術

協会の稲留陽
たか

尉
やす

氏が、「 棚田地域における 鳥獣

被害対策について」と 題し て、 イノ シシ・ シカ 等

の生態・ 習性に基づいた被害対策について講演

を 行っ た。

農地にある 収穫残滓を 放置し ない、 住処と な

り 得る 耕作放棄地を 作ら ないと いっ た「 環境整

備を するこ と 」、 金網柵や電柵等を 設置して「 シ

カ・ イノ シシ を 農地に侵入さ せな いこ と 」、「 罠

等によ る 捕獲を 行う こ と 」の3 つの対策が重要

だと の説明があり 、 参加者はメ モを 取り ながら

熱心に聴講していた。

次に、 本会職員が保全活動における「 刈払機、

チェ ーンソ ー等の機械使用時の注意」や、「 熱中

症に対する 安全対策」のほか、 棚田等保全活動

協賛事業の概要について説明を 行っ た。

研修会についてのアン ケート では、 稲留氏の

講演に対し て、「 シ カ と イノ シシ の習性を 知る

こ と ができ た。 今後の対策に役立てたい」、「 初

めて耳にする 対応策等を 聞く こ と ができ て、 有

意義な時間でし た」等の意見が寄せら れたほか、

本会職員によ る 講義についても 、「 事故を 未然

に防ぐ には事前の見回り が重要」、「 作業中は間

隔を 空け、 周囲に気を 配り 、 急に振り 返ら ない

よう にし よう と 思っ た」等の感想を いただいた。

本会では、 こ う し た意見を 踏まえながら 、 今

後も 研修内容の充実を 図り 、 地域への支援を 継

続するこ と と している。

研修会の様子

稲留氏による講演

農業農村整備かごし ま VOL.348｜ 33 



ニュース・ アラカルト

複式簿記会計巡回指導を各地域で開催

平成3 1 年4 月1 日に 施行さ れた、 改正土地

改良法により 、 土地改良区は令和4 事業年度か

ら 、 決算関係書類と し て「 貸借対照表」を 作成

するこ と が義務化さ れた。

貸借対照表を 作成するには、 現在の単式簿記

会計から 複式簿記会計への移行準備と 併せて、

複式簿記会計ソ フト の導入等も 検討する必要が

ある。

本会では、 今年の4 月、 すべての会員土地改

良区に対し 、 複式簿記会計ソフト の導入に関す

る アン ケート 調査を 実施し た。 そ の結果を 基

に、 専用ソ フト の購入等を 含めた具体的な移行

作業に、 今年度から 取り 組み始めている 土地改

良区を 中心に、 順次会計指導を 行っ ている。

また、 各土地改良区が購入を 検討し ている 会

計ソフト の種類については、 近隣地区の情報及

び検討資料と し て、 第1 回土地改良区地域連絡

会議で提供を 行っ た。

本会の会計指導は、 国の補助事業である土地

改良区体制強化事業によ る 複式簿記会計の巡

回指導と 、 本会独自の会員支援と し ての会計指

導を 組み合わせて実施し ている 。 土地改良区に

よっ て、 専任職員の有無や複式簿記会計の理解

度、 購入する 会計ソ フト の種類や時期などの状

況が異なるこ と から 、 今年度から 管内ごと にグ

ループ分けを 行い、 各グループ内での情報共有

を 促し つつ指導を 行っている。

こ れまでの主な指導内容は、 以下のと おり 。

□主な指導内容

○新会計基準に基づく 収支科目の作成手順

○現特別会計の移行方針の確認

○土地改良区で扱う 主な仕訳例の説明

○未収賦課金と 長期未収賦課金の考え方

○土地改良施設の譲与と 長期借入金の償還

○購入希望の多い会計ソフト の紹介

本会では、 こ れまでも 県内各地域で開催し て

いる 土地改良区地域連絡会議や、 毎年1 月に開

催し ている 水土里ネッ ト 役職員研修会、 また全

国水土里ネッ ト が主催する複式簿記導入促進特

別研修会において、 複式簿記に関する 基本的な

事項や移行に向けた準備、 具体的な作業等につ

いて説明し てき た。

今後も 、 複式簿記に関する 研修会の開催や巡

回指導等を 継続し 、 会員の皆様が期限までに円

滑に複式簿記へ移行でき る よ う 、 支援を 行っ て

いく こ と と している。

複式簿記移行に関する 相談は、 本会の各出

先事務所･支部や総務部管理課会員支援係まで、

お問い合わせく ださ い。

会計指導の様子（ 曽於管内）

会計指導の様子（ 北薩管内）

｜農業農村整備かごし ま VOL.34834 



令和2年度 換地計画実務研修会を開催
1 2 月7 日、 令和2 年度換地計画実務研修会

が、 鹿児島市の県産業会館に お い て 開催さ

れた。

こ の研修会は、 土地改良区体制強化事業の一

環と し て、 県内の自治体等で換地事務に携わる

担当者を 対象に、 換地実務の理解促進や各種判

例の紹介、 また換地実務の根拠と なる換地関係

法令に対する知見を 深めるこ と 等を 目的に毎年

度開催さ れている。

本年度は、 市町村や土地改良区、 県、 本会の

換地担当職員等、 3 8 名が出席し た。

午前中は、「 土地改良法手続」、「 国土調査法

第1 9 条5 項認証申請事務の手続き・ 注意点」に

ついて、 県農地整備課の担当者が説明を 行っ

た。 午後から は、「 市町村境界･字区域変更」、

「 土地改良法の概要」、「 換地理論」、「 換地事

務」について、 県市町村課、 九州農政局、 本会

の各担当者が講師を 務め、 土地改良事業にお

け る 大字界･字界変更の際に注意すべき 事項

や、 換地手続･土地改良法制の沿革にかかる 法

令や判例等について、 関係資料等を 基に説明を

行っ た。

研修会終了後は、「 内容の難し い分野も あっ

たが、 今後の業務に活かせる よ う 知識を 増やし

たい」、「 経験が浅いので実務的な内容を 、 さ ら

に詳し く 知り たい」等の意見が寄せら れた。

宮内原用水「 二穴式隧道群」が土木学会選奨土木遺産に認定
霧島市隼人町の宮内原土地改良区（ 町田

廣志理事長）が管理を 行う 宮内原用水の二

穴式隧道群（ 1 2 基中9 基）が、 令和2 年度土

木学会選奨土木遺産に認定さ れた。 土木学

会選奨土木遺産と は、 公益社団法人土木学

会が、 幕末から 昭和2 0 年代に築造さ れた

土木遺産を 対象に、 社会へのアピール、 土

木技術者へのアピ ール、 まちづく り への活

用などを 促すこ と を 目的に認定を 行っ てい

るも の。

宮内原用水は3 0 0 年以上前に造成さ れ、

江戸期から の維持、 管理技術の変遷が残っ

ており 、 全国でも 希少な二穴式隧道群が現

存し ている。 また、 近世薩摩の土木技術の

一端を 今に伝え、 地域学習教材と し て利用

さ れているこ と などが評価さ れた。

宮内原用水は、 現在も 農業用水のほか、

防火用水など の生活用水と し て利用さ れて

おり 、 土地改良区を 中心に地域一体と なっ

た維持管理が行われている。

研修会の様子

角之下川の隧道（ 素掘り ）

農業農村整備かごし ま VOL.348｜ 35 



各管内だより

北薩事務所

住吉池の愛護作業と

ほ場整備

□住吉池の愛護作業

1 0 月3 0 日に、 県姶良・ 伊佐地域振興局農村

整備課、 姶良市、 測量設計コ ン サルタ ント 、 建

設業者等の土地改良事業関係者、 約6 0 名が参

加し て、 姶良市の住吉池と その周辺施設の清掃

作業が行われた。

住吉池（ 住吉池マ ール）は、 約7 0 0 0 年から

8 0 0 0 年前の火山噴火に よ っ てで き た 円形の

火口湖で、 雨水の貯水機能があり 、 現在、 約

2 3 haの水田に灌漑用水を 供給している。

用水路の草払いや、 散策道のゴミ を 拾いなが

ら 、 堤体にある 記念碑や案内板に目を 向ける

と 、 池の形成の過程や、 維持管理に尽力さ れた

先人の姿が偲ばれるなど、 長い歴史に思いを 馳

せながら の愛護作業と なっ た。

□水田ほ場整備住吉地区

清掃作業を 実施し た住吉池を 用水源と する

水田受益約7 . 3 haで は、 平成3 1 年度に鹿児島

県内初の事業採択と なっ た『 農地中間管理機構

関連農地整備事業住吉地区』が実施さ れており 、

令和2 年度より 一部区域が工事に着手し た。

本会も 、 本事業の特徴で ある 担い手への農

地の集積・ 集団化を はじ め、 高収益作物の導入

に向けて地域の代表者や耕作者、 関係機関と の

合意形成を 図る等、 住吉地域の将来の営農につ

いて検討を 重ねた。 地域の皆様に喜んでいただ

ける 水田整備を 目指して、 自然環境の調査や実

施設計、 換地計画配分作業の受託業務をと おし

て、 支援さ せていただき たいと 考えている 。

火山活動で形成さ れた住吉池、 先人の手で拓

かれた水田は、 長い間、 相互に良好な関係を 保

ち ながら 、 人々の生産活動や保全管理により 維

持さ れてきている。

今回の愛護作業への参加や、 事業実施の技術

的な支援は、 豊かな自然や歴史に触れるこ と に

より 、 農業農村地域が有する多面的機能を 見つ

め直し 、 農業の持続発展に向けた取り 組みや行

動に繋げていく こ と の重要性を 改めて認識でき

る、 素晴ら し い機会と なっ た。

住吉池の眺望

石積みの幹線用水路

住吉池と ほ場整備区域(一部)

｜農業農村整備かごし ま VOL.34836 



熊毛事務所

令和2年度　

管内水土里情報システム

運用研修会を開催
1 1 月2 5 日、 令和2 年度鹿児島県水土里情報

システム（ MK-Maps）運用研修会（ 初級編）が西

之表市役所会議室において開催さ れた。

本研修会は、 例年であれば、 県内全域の担当

者を 対象に鹿児島市で開催し ている が、 本年度

は新型コ ロ ナウイ ルス感染拡大防止対策により

中止と なっ た。 こ のため、 今回、 熊毛管内の市

町村や土地改良区等を 対象と し て西之表市で開

催さ れたも のである。

当日は、 それぞれの実務担当者1 4 名が出席

し 、 検温・ 消毒・ マスク 着用など、 感染防止対策

を 徹底し た上で開催さ れた。

研修会で は、 各自で パソ コ ン を 操作し な が

ら 、 システ ム起動から 画面の見方、 マウス・ レ

イヤ操作方法に始まり 、 属性項目の設定・ 入力・

編集、 オーバーレイの追加・ 設定、 図形の作図・

コ ピ ー・ 貼り 付け、 主題図作成、 印刷方法、 最

後にMk-M aps復旧ツ ールの操作方法について、

順を 追っ て説明が行われた。

研修終了後に は、 参加者から 、「 使い 方の

説明がわかり やすかっ た。 今後に活かし たい」、

「 定期的に研修を し ていただける と 、 も っ と 仕

事の幅が広がると 思われる 」、「 大変勉強になっ

た。 もっ と いろ いろ な使い方ができ る よ う にな

り たいので、 次回の開催も あれば、 ぜひ参加し

たい」等の意見が聞かれた。

熊毛事務所では、 本部水土里情報センタ ーと

連携し ながら 、 管内の会員にシステムの活用を

さ ら に進めても ら える よ う 、 ユーザーの要望や

意見を 踏まえたシステムの機能強化や、 サポー

ト 体制の充実を 図っ ていき たいと 考えている。

事務所所長挨拶

熱心に聴講する参加者

講師の説明を聞き ながら 各自で操作

農業農村整備かごし ま VOL.348｜ 37 



各管内だより

徳之島支部

令和2年度 徳之島管内

愛護作業に参加

令和2 年度徳之島管内土地改良施設愛護作業

が1 0 月1 6 日に行われた。

愛護作業には、 日頃から 土地改良事業に携

わっ ている 、 県建設業協会会員、 県徳之島事

務所農村整備課職員、 各町耕地関係課職員、

本会徳之島支部職員が参加し 、 徳之島町の神

嶺ダム周辺、 天城町の南部ダム周辺、 伊仙町

の伊仙池周辺に分かれて、 清掃作業に汗を 流

し た。

徳之島町の神嶺ダムと 天城町の南部ダムは、

いずれも 農業用水はも ちろ ん、 生活用水と し て

も 利用さ れており 、 農業だけでなく 、 地域住民

の生活には欠かせない重要な施設である。

また、 伊仙町の伊仙池は、 江戸時代頃から 周

辺に住む住民の生活を 支えていたと 伝えら れて

おり 、 現在でも 集落営農で利用さ れている 水田

の用水や、 渇水時の補給水と し て使用さ れてい

る大切な施設である。

今回作業を 実施し た施設周辺は、 ゴミ は少な

かっ たも のの草木が鬱蒼と 茂っ ていたため、 作

業開始時は、 猛暑も 加わり 大変苦労し た。

そんな状況にも かかわら ず、 参加者全員が刈

払機等の作業機械を 手に、 限ら れた時間の中、

黙々と 一所懸命作業を 行い、 すべての施設で清

掃作業を 完了するこ と ができ た。

普段はあまり 目立たない土地改良施設だが、

農業にと っ ては必要不可欠なも の。「 維持管理」

が最も 重要で ある のは当然のこ と だが、 今回

の清掃作業を 通じ て、 改めてその苦労の大き さ

を 実感する と と も に、 維持管理にかかる 時間

や労力を 低減さ せる 工夫が必要で ある こ と を

痛感し た。

徳之島支部では、 今後も 関係機関と 連携して、

地域の活動等に積極的に参加し ながら 、 地域住

民と の交流や、 農業農村整備事業の一層の推進

を目指して日々の業務に取り 組んでいきたい。

作業の様子（ 徳之島町神嶺ダム）

作業の様子（ 天城町南部ダム）

作業の様子（ 伊仙町伊仙池）
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水土里ネット の更新情報（ 設立・ 解散、理事長の変更等）

お知らせ

第63回通常総会の開催について
本会では、 第6 3 回通常総会を 下記のと おり 開催し ます。

会員の皆様には、 各事務所・ 支部を 通じ て案内し ますので、 ご出席のほど、 よろし く お願いし ます。

１ ． 開 催 日 時： 令和3 年3 月2 3 日(火)　 1 4 : 3 0 ～

２ ． 開 催 場 所： マリ ンパレ スかごし ま　 (鹿児島市与次郎二丁目8 番8 号)

３ ． 問　 合　 せ： 水土里ネット 鹿児島 総務部 総務課(TEL： 0 9 9 -2 2 3 -6 1 1 1 )まで

各地域土改連連絡協議会の開催について
本会では、 各地域において以下の日時に地域土改連連絡協議会を 開催し ます。 会議では、 各地域の農

業農村整備に関する 情勢報告のほか、 3 月に開催する 第6 3 回通常総会の提出議案の事前説明等を 行い

ます。

会員の皆様には、 各事務所・ 支部を 通じ て案内し ますので、 ご出席のほど、 よろし く お願いし ます。

●新理事長

鹿屋市東花岡土地改良区　 西小野 秋穂　（ 就任日： 令和2 年1 1 月3 0 日）

※ なお、 会議等は、 新型コ ロナウイ ルスの感染拡大状況等によ り 、 変更さ れる場合があり ますので、

あら かじ めご了承く ださ い。

○各地域連絡会議の日程（ 予定）

日　 　 時 地　 域 場　 　 所

2 月1 9 日 （ 金） 1 0 : 0 0 ～ 鹿児島 十八番館

2 月2 4 日 （ 水） 1 0 : 0 0 ～ 南薩 ふれあいかせだ

2 月2 6 日 （ 金） 1 0 : 0 0 ～ 北薩 北薩地域土地改良会館

2 月1 8 日 （ 木） 1 0 : 0 0 ～ 姶良・ 伊佐 かごしま空港ホテル

2 月1 7 日 （ 水） 1 0 : 0 0 ～ 大隅 鹿屋商工会議所

2 月1 5 日 （ 月） 1 3 : 3 0 ～ 熊毛 ホテルニュ ー種子島

2 月2 5 日 （ 木） 1 5 : 0 0 ～ 大島 奄美観光ホテル
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コラム「 明日・ 農・ 夢」

▼防災・ 減災のための特別枠と して設けら れた「 国土強靱化3 か年緊急対策」 の執行が遅

れており 、全国では令和元年度当初分の事業予算が令和2 年3 月末時点で５ 割ちょ っ と の

進捗であると いう 報道があった。原因は、建設業の人手不足や小規模工事が多い緊急対策

の分が後回し になっている のではと のこ と である。確かに本県においても 、建設業の人手

不足は顕著であり 、たまに入札不調も あると か、19 年災害の執行が遅れていると か聞いて

いる。報道では、財務省が「 こ の緊急対策の工事がだぶついているのであれば、令和3 年度

以降は慎重に考えなければなら ない」 と 主張していると のこと である。

　 こ のため、次期緊急対策と こ れに必要な予算確保が図ら れるかと いう こ と を心配してい

る。こ れまでの3 か年緊急対策は令和2 年度で終わるが、今後も 防災・ 減災・ 国土強靱化の

対策は必要と のこ と で、全国的に更なる延長を要望していると ころである。こ れを 受けて

与党では、今後5か年で10 ～15 兆円の予算を国土強靱化対策につぎ込む考えである。従っ

て、予算執行が滞るこ と が、こ の対策を 延長するにあたっての逆風になら ないかが危惧さ

れるのである。

　 技術者不足は建設業だけではなく 、測量設計コ ン サルタ ント や本会においても 同様で、

すぐに解決できる案件ではないが、円滑な執行ができ ない現状の体制も 問題である。

　 令和3 年度当初予算については概算要求がなさ れているが、コ ロナ対策も あり 、予算増

を 望めないのが現実であるため、この緊急対策による上乗せ分は極めて重要である。

　 こ れが発刊さ れる 頃には、既に概算決定や補正も 決まっている と 思う が、その内容

は・・・ 。

▼こ こ 数年の土木・ 建設関係の技術者の確保は悩まし い問題である。本会においても 令和

3 年度の新規技術職員の確保を図っているが、思う よう にいかない状況である。聞く と ころ

によると 、業界ばかり ではなく 、国や県、市町村の技術職員の確保も 大変だそう で、まさ に

争奪戦を 繰り 広げている。なぜ、こ こ に至っ たのか。元を たどれば文系より 理系が少ない

から かと か、少子化で全体の数が減っているから かと いう こ と であれば、仕方がない面も

ある。し かし 、悩まし いほど減っていると も 思われない。土木系に人気がないのか。それは

あるかもし れない。特に「 農業の土木なんて・・ 」 と 思う 人は多いだろう 。

　 そも そも 大学の農学部や農業高校から「 農業土木」 の文字が消えて久し い。「 生物環

境」 と か「 生産環境」 と かに変わり 、勘違いして入った女学生も いると 聞く 。し かし 農業土

木の授業を 受け、単位を取っている 学生も いるはずである。いったいどのよう な仕事を目

指しているのか。

　 悩んでも 仕方がないかなと 思っている中で、最近考え方を 変えてみてはどう かと いう 意

見を聞く 。実践はまだであるが、県内の市町村長さ んや他県の方も 同様の考え方をする人

がいた。それは文系の方を 採用して後、技術に転向さ せる 、あるいは技術の仕事も さ せる

と いう こ と である。条件と し て、熱意があるこ と はも ちろ んだが、スポーツ や算数が少し

は得意であればいいら し い。も ちろん本人の意志や向き 不向きは考慮してのこ と だが。理

系と いっても 高校で2～3 年、大学で４ 年なので、就職してから の方が長いと 考えれば、確

かに育成するこ と も 可能ではないかと 思える。技術職の方に事務職をお願いする ケースは

あるが、さ てその逆はどう なのでし ょ う か。

堀　 洋一郎（ 水土里ネッ ト 鹿児島　 専務理事）

（ 令和2 年1 1 月末受稿）

悩まし い技術者の確保
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編 集 後 記

会議・ 研修会情報
主と して会員を 対象と する会議・ 研修会等の令和2 年1 2 月1 5 日現在の予定です。

変更になる可能性も あり ますので、 詳細は事前に担当課までお問い合わせく ださ い。

▼新型コ ロ ナウイ ルスの猛威は今なお止まる と こ ろ を 知ら ず、 全国の感染拡大地域で2 度目の緊急事態宣言が発令さ れま

し た。 でき う る 限り の感染防止策を 講じ つつ１ 日も 早い終息を願う ばかり です。 ▼こ う し た中、 明る いニュ ースと し て、

「 ふる さ と の田んぼと 水」 子ど も 絵画展で、 本県児童が最高賞の農林水産大臣賞を 受賞し たほか、 多数が入賞･入選に輝

き まし た。 夏休みを利用し たこ の企画に、 先生方やご家族も 一緒になっ て取り 組んでく ださ っ た結果と 嬉し く 思います。

▼令和3 年度農業農村整備関係予算の概算が閣議決定さ れ、 令和2 年度補正予算を 加えると 総額6 , 3 0 0 億円が計上さ れまし

た。 こ れら の予算獲得や制度の拡充は、 進藤金日子議員や宮崎雅夫議員を はじ め、 関係国会議員の先生方のご尽力のたま

も のです。 本会と し ては今後も 関係機関と 連携し た要請活動を継続し てまいり ます。 ▼技術情報では、 本会が取り 組む水

田の水管理省力化の実証試験を 紹介し まし た。 早期の実用化が期待さ れる 技術の一つで、 引き 続き 検証を行う こ と と し て

います。 ▼土地改良区の複式簿記会計導入まで、 残り 1 年あまり と なり まし た。 本会ではこ れから も 会員のニーズに応じ

た支援を行っ てまいり ます。 本年も どう ぞよろ し く お願いいたし ます。 （ K）

開催日（ 予定） 名　 称 対　 象 場所（ 予定） 問合せ先

2 月9 日 令和2 年度 第3 回理事会 役員 等
鹿児島市 

（ 土改連本部）
総務部 総務課

2 月1 2 日 土地改良換地士部会
県、市町村、土改連等 

土地改良換地士

鹿児島市 

（ 土改連本部）
事業部 換地課

2 月1 5 日～1 9 日
土地改良区体制強化事業

施設管理研修（ 発電施設）

小水力等発電導入運営土地改

良区、市町村等
オンライン開催 水土里情報センタ ー

2 月1 5 日～2 月2 6 日 各地域土改連連絡協議会（ 通常総会説明会） 会員（ 各管内ごと ）等 各管内 総務部 総務課

2 月1 5 日～2 月2 6 日 土地改良区各地域連絡会議 会員（ 各管内ごと ）等 各管内 総務部 管理課

3 月上旬 農地利用集積推進対策会議
県、市町村、土地改良区、 

土改連

鹿児島市 

（ 土改連本部）
事業部 換地課

3 月2 3 日 水土里ネット 鹿児島 第6 3 回通常総会 来賓、役員、会員等
鹿児島市 

（ マリンパレスかごし ま）
総務部 総務課

3 月2 3 日 令和2 年度 第4 回理事会 役員 等
鹿児島市 

（ マリンパレスかごし ま）
総務部 総務課

5 月中旬
鹿児島県水土里サークル活動支援協議会  

幹事会
県、市町村、農業団体等 鹿児島市 事業部 農村整備課

5 月中旬
鹿児島県農業集落排水事業連絡協議会　  

幹事会

県，市町村担当者、 

土改連
鹿児島市 事業部 農村整備課

5 月中旬
令和3 年度 鹿児島県水土里情報システム 

運用研修会
市町村、土地改良区等 鹿児島市 水土里情報センタ ー

5 月中旬 令和3 年度 標準積算システム運用研修会 市町村、土地改良区等 鹿児島市 水土里情報センタ ー

5 月下旬
鹿児島県水土里サークル活動支援協議会 

総会
県、市町村、農業団体等 鹿児島市 事業部 農村整備課

5 月下旬
水土里サーク ル活動市町村担当者会議及び 

初任者研修会

県、市町村担当者、 

土改連
鹿児島市 事業部 農村整備課

5 月下旬
鹿児島県農業集落排水事業連絡協議会 

総会

県、市町村担当者、 

土改連
鹿児島市 事業部 農村整備課

6 月下旬 土地改良施設維持管理適正化事業研修会 県、市町村、土地改良区 鹿児島市 事業部 農村整備課

6 月下旬 棚田等保全協議会かごし ま理事会・ 総会 協議会 役員・ 会員 鹿児島市 事業部 農村整備課
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